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序

柏原・井口遺跡は、およそ80,000だに及ぶ広大な面積を占める遺跡であり、古墳時

代から平安時代にかけて営まれた集落跡です。このたび、そのほぼ中心部に国道 365

号線バイパスが計画されることになりました。同バイパスは、岐阜県と福井県とを結

ぶ幹線道路となるものですが、すでに、湖北町までの部分が開通 しており、大型車輌

等非常に交通量が多くなっています。しかるに、高月町内に入って、集落の間をぬう

ような現国道に入るため、交通事故の起る危険性が非常に高い状態となっています。

従って、高月町内におけるバイパスの建設が急務となり、滋賀県の要請を受けて、埋

蔵文化財の発掘調査を実施することとなりました。しかし、遺跡は、バイパス路線内

のほぼ全域に及ぶため、調査は、 3カ 年計画で実施することとしました。本書は、そ

の第 1年次に実施 した柏原遺跡について、その概要を報告するものです。正報告書は、

バイパス全区間の調査終了後に刊行する予定ですが、とりあえずここにTRI要 を報告し、

湖北地方の歴史を考えるための一助としていただければ幸いに思います。

最後に、調査に関して、日夜協力していただいた作業員、調査員等関係者の方々に

感謝の意を表 します。

昭和 55年 3月

滋賀県教育委員会

教育長 中 山 正
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例     言

1.本書は、滋賀県が施行する国道 365号線バイパスエ事に伴う高月町柏原遺跡の発掘調査報告

書である。

2.本書は、昭和53年度に発掘調査を実施 し、昭和54年度に整理 したものの成果である。

3.本調査は、滋賀県教育委員会の指導のもとに、財団法人滋賀県文化財保護協会が実施 した。

4.調査及び整理業務参加者は次のとおりである。

滋賀県教育委員会  技師   田 中 勝 弘

財団法人   滋賀県文化財保護協会

事務局長 井上 剛

事 務 員 泉 良子、松本暢弘

調 査 員 林  純

調査補助員 宮崎雅美、山岡一郎、吉元達成、小牧正明、斉藤和弘、丸岡一成、赤坂

博之、北川禎之、橋田祐子、尾崎章子、田中聡一、石本好典、岡井 誠、加藤栄司、

野口千栄美、藤田早苗、北脇泰久、藤井益夫、岸本好弘、井塚哲夫、多賀健次、馬場

重信、徳永直樹、児玉治見、平通 茂、田村 稔、菊池久美、大内裕子、青木千枝。

5。 本書は、本文、図版とも林 純が執筆作成した。



は じ め に

本遺跡は、国道 365号線バイパスの計画策定段階で実施 した分布調査により発見した遺跡であ

る。国道 865号線バイパスは、すでに、湖北町までが完成 しており、敦賀方面と結ぶこの交通路

の交通量は多く、高月町内では、現国道が狭 く、村落内を通過 して国道 8号線へぬけるため、バ

イパスの早期開通が地元の大きな要望であった。従って、滋賀県の要請により、急拠事前調査を

実施することとなったのである。しかし、遺跡は、高月町の路線内ほぼ全域に及ぶ広大なもので

あり、調査は、少なくとも3ヵ 年を要すると考えられた。昭和53年度がその 1年 目に当り、本書

は、その発掘調査の結果の一部である。

なお、調査にあたっては、高月町教育委員会、地元柏原区の方々、滋賀県木ノ本土木事務所の

方々にお世話になった。ここに記 して感謝の意を表 します。
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第 1章 位置と環境

イ.地理的環境

南北に細長い形から、楽器の名を冠 したといわれる琵琶湖は、いくつかの断層の陥没によって

形成された構造湖である。その琵琶湖北岸にある湖北平野のさらに北端部に位置するのが、今回、

発掘調査を実施 した柏原遺跡である。

柏原遺跡は、現在の行政上では伊香郡高月町柏原宇北路・北町・ 内戸にまたがっている。また、

古代律令体制下の郡郷制では、伊香郡柏原郷 (加之波波良郷 )に あたっていたと推定される。

湖北平野は、姉川・高時川 。田川・草野川 。天野川・余呉川各河川の蕩蕩たる沖積作用で形成

された扇状地性の平野と、それに連なる氾濫原・後背湿地及び三角洲からなる。特に湖北平野北

部は、西を賎ヶ岳から南へ伸びる地累状の通称西野山丘陵に、東と北を伊吹山系の支脈たる己高

山と大箕山に囲まれ、南のみが開けた地勢となっている。この幅 4協、奥行き10協の狭長な平野

部は、東側を流れる高時川と西側を貫流する余呉川の賜物 と言って過言ではない。高時川は、遠

く伊吹山系三国ヶ岳に源を発し、杉野川の水を合わせて、田部山東麓で平野部に出て、真直に南

流し湖北平野中央で姉川と合流し琵琶湖へ注ぐ。その過程で随所に自然堤防や後背湿地を形成し

ている。柏原遺跡も、この高時川右岸の自然堤防上に占地 し、現況でも周囲の水田面より約 1初

の比高差を測る。

湖北平野は、古 くから交通の要衡であった。北国街道を北上すれば越地方に、脇往還道を東進

すれば関ヶ原を経て美濃 。尾張地方に通 じ、さらに南下すれば中仙道 (東山道)・ 東海道を経て

畿内中枢部にも至る。このような地理的条件は、戦略的要衡 として、政治 。経済的に、わけても

軍事的に勝れた位置を占めていたことを想像させる。

なお、柏原遺跡の現標高は、海抜 1■ .5″ であって、琵琶湖湖面との比高差は約26.5η を測る。

口。歴史的環境

南北に狭長な湖北平野北部は、その地理的重要性から文化の回廊 としての働きだけでなく、肥

沃な大地に恵れ古 くから人類の足跡が刻まれて来た。現在、確実に旧石器時代 と思われる遺物の

出土例は知らないが、縄文時代以降は人類の生活の場として活況を呈 して来た。そこで、湖北平
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野北部の歴史的環境の展開を見てみよう。

縄支時代  縄紋時代の遺跡は、高時川上流 と余呉川河口付近に集中を見るが、発掘調査が実
施 されたものはなく、実態は必ず しも明確ではない。高時川上流域では、高時川が平野部に出る

木ノ本町川合や石橋付近の左岸段丘上に縄紋土器や石斧・石棒・石鎚・石錘等を出上 した古橋遺
②
跡や上ノ山遺跡がある。右岸段丘上には、同じく石斧や縄紋土器・環石 を出 した川合遺跡や栗谷

遺跡の分布が知 られる。余呉川河日付近では、湖北町尾上浜遺跡や余呉川口遺跡が見うけられ、
③

さらに河日沖合の葛籠尾崎沖湖底遺跡がある。これからは早期から晩期にかけての土器が引き上

げられ、その特異性が注目されている。また、柏原遺跡北約 1協の井 日集落内で石棒が採集 され

ており、この付近にも遺跡の存在が知れる。

弥生時代  水稲農耕 を生活基盤 としていた弥生人にとって、湖北平野は恰好の場所であった

ろう。 しか しこれまで前期に遡 る遺跡は知 られなかったが、近年の回場整備に関連 し相次いで発
④

見された。余呉川中流域の高月町磯野の妙光庵遺跡では土城内から畿内 I様式に属する土器 を出

土 した。また、高時川下流の湖北町大安寺遺熟く も畿内 I様式に属する甕が発見され、余呉川河

日沖合の湖北町尾上浜遺跡からも引き上げられている。

中期の遺跡は、今のところ井口遺跡から畿内Ⅲ～Ⅳ様式に属するかと思われる流水紋系の上器
⑥

が少量出土 しているのみである。

弥生時代 も後期に入ると、遺跡は急増する観がある。大岩山と大箕山が両側から迫 る谷あいに

余呉町桜内遺潔・坂口遺訴跳集落跡があり、さらに長山遺謂 。東山遺訴跳墳墓群が近接 して見ら
①             ⑫

れ、特異性が注目される。平野部に出で、高月町大海道遺跡や余呉川中流の円通寺遺跡でも包含

層 を確認 している。余呉川下流域では、尾上浜遺跡からも湖中より引き上げられ、高時川の下流
○

では丁野山上の湖北町丁野遺跡で弥生時代後期から古墳時代前期にかけての土城墓群 と方形周濤
⑭

墓 (台状墓 )が検出された。その下流の虎姫町五村遺跡でも方形周溝墓 を発見 し、大寺遺跡・田

遺跡 。中野遺跡からも遺物の出上が知 られる。雲雀山東麓の湖北町伊部遺訴詠 らは、畿内V様式

の特徴 を示す土器の一括資料が出上 した。

古墳時代  古墳の出現 という社会的に勝れた事象をメルクマールとする古墳時代は、国家発

生期の時代でもあった。現在、前期に属する古墳 として、西野山丘陵南端の一支脈上に占地する

湖北町若宮山古墳 (古保利第 3号プ が挙げられる。これは、全長50mを 測る所謂「柄鏡形」の
①

前方後円墳で、 4世紀後半に位置付けられている。また、虎御前山南端の虎姫町丸山古墳からは、

後漢鏡が発見された。

次に中期の古墳 を観てみよう。まず、西野山丘陵尾根上 に、墳丘 を相接 して 110数基から成る

高月町古保利古墳群がある。この内には10基 の前方後円 (方 )墳 も数 えられる。独立丘の湧出山

尾根上にも前方後円墳 2基 と円墳 8基から成る湧出山古墳群が見られる。昭和54年、北陸自動車道
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に関連 してその内の円墳 1基が発掘調査され、墳径 18″ で二段 に埴輪列 を廻 し、竪穴式石室内に

傍製鏡 1面 と玉類 。武器類 を副葬 した 5世紀後半の古墳であることが明 らかになった。北国街道
①

を目下に望む大箕山西麓の余呉町長山古墳群や長野古墳群が昭和52年～53年に相次いで調査 され

た。長山古墳群は円墳 20基 と方墳 1基から成 り、第 4号墳は墳径 16η の墳丘に茸石 を有 し、 2基

の木棺直葬の主体部相方から、短甲を始め鉄剣・鉄斧・鉄矛等 を出土 した 5世紀後半の所産であ

った。長野古墳群は方墳 2基 と後期古墳から成 り、方墳は一辺23.5η の比較的大型に属するもの

り鉄剣等の武器類 を副葬 した 5世紀前半の古墳である。さらに、が並列 し、木棺直葬の主体部 よ

目を南に転 じ高時川中流左岸に見える岡山の尾根上には、湖北町岡山古墳群が存在 している。こ

前述の諸古墳群が丘陵上に立地れは、前方後円墳 2基 と円墳数基から構成された古墳群である。

するのに対 し、湖北平野北部の平野部に物部古墳群 と総称 される古墳群がある。これには、前方

後円墳の高月町姫塚古墳 。長塚古墳・兵主神社古墳があって周濠を有するものも見られる。円墳
⑬

としては、父塚古墳・大将軍古墳・五位塚古墳・瓢塚古墳・生塚古墳等が知 られている。また、

この物部古墳群から離れ、田部山南麓に瓢筆塚古墳がある。

前・中期の集落跡 としては、前述の坂口遺跡 。桜内遺跡の他に、大岩山南麓の黒田遺跡からは

工場建設の際に、古式上師器が出土 したと伝 えられ、余呉川中流域の高月町円通寺遺跡では、素
⑪

掘 りの溝より庄内式併行期 とされる一括資料が得 られた。河日付近の湖北町今西遺跡からは布留
⑪

式併行期の竪穴住居跡が検出されている。高時川流域では、大海道遺跡でも布留式併行期の竪穴

住居跡が発見された。高時川の支流、田川上流の虎御前山西麓では、最近の回場整備事業に関連
②

し、湖北町留目遺跡が発掘調査 され、布留式併行期の上琺墓群が発見された。高時川 と姉川の合
④
も同時期の遺物が出土 している。流付近の、びわ町難波遺跡から

古墳時代後期は、その社会的変革に起因 して、群集墳 を爆発的に現出させた時代であった。 し

たがって、群集墳 を逐一詳説することは不可能に近い。ここでは主なものだけを羅列する。湖北

平野北部の西側で、まず大岩山東麓に余呉町坂口西山古墳群、南麓に黒田古墳群、賤 ヶ岳南麓に

木ノ本町大音古墳群。左近山東麓には、西山古墳群や小山古墳群がある。磯野山の南麓に高月町
②

寺山・宮山古墳群 と山畑古墳群が見られる。東側に廻って、大箕山西麓に余呉町上ノ山古墳群、
⑮

山田山の西麓部では木ノ本町馬場末古墳群が見られ、南麓では湖北町大塚古墳群や山田山古墳群

が存在 している。また小谷山西麓には赤谷古墳群が知 られ、岡山丘陵付近で中谷古墳群、虎御前
④

山には四郷崎古墳群、飯喰山古墳群、天目山古墳群等の存在が挙げ得 る。この時代の集落跡・工

房跡 としては、先に述べた余呉町の桜内遺跡や高月町の大海道遺跡、井 日遺跡で多数の竪穴住居

跡や掘立柱建物が発見されている。湖北町今西遺跡でも集落跡の一端が明らかにされた。 また、

発掘調査 を行 っていないため実態は明らかではないが、高月町熊野遺跡やびわ町難波遺跡 も集落

跡 と思われる。高月町の高月遺跡から子持勾玉が出土 し、玉類や祗石 を出 した木ノ本町石作 (玉
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作)神社遺Иは工房跡と推定 しうるものもある。

飛鳥時代～平安時代以降  この時代の集落跡は、多くが古墳時代後期から継続的に営まれ、

桜内遺跡や大海道遺跡、井口遺跡等の大規模な集落が見られ、数十～数百単位で竪穴住居跡・掘

立柱建物が検出されている。

古代寺院跡は、字名から推定されているものが大半で、実態は必ずしも明らかではない。その

中でも、瓦や礎石が発見されているものとして、湖北町小江寺遺跡や浅井寺遺跡があり、びわ町
Q

の満願寺遺跡は白鳳期とされている。高月町では、平安時代の創建 とされる松尾寺遺跡や、大海

道遺跡や井日遺跡でも集落跡内にあって氏寺的性格を持つと思われる奈良時代の寺院跡が発見さ

れている。式内社について見ると、近江全体で144ヵ 所155座 を数えるが、伊香郡がその比の45ヵ

所45坐 を占め、湖北平野の開発の早さを物語る。主なものを挙げると、木ノ本町の伊香具神社、

意富布良神社、佐波加刀神社、与志漏神社、石作・工作神社があり、高月町では、兵主神社、天

八百列神社、甘礫前神社、天比比岐神社、乃伎多神社が見られる。また、柏原遺跡の北西約 200

"の字藤の宮には、豊城入彦命を祭神 とした佐味神社跡も遺っている。

古代律令体制の経済的根幹を成 した条里制は、湖北平野のほぼ全域に施行されているが、山本

山と小谷山を結ぶラインの以南と以北で若千のズレが指摘され且 柏原遺跡や井口遺跡周辺の水

田にも最近まで顕著に遺っていたが、遺跡の占地する微高地上には見られず、条里制施行時にこ

れら微高地が集落や墓地 として利用され、あるいは水田不適地であったものと思われる。

荘園制は、 8世紀から16世紀まで続いた汎日本的土地所有形態で、湖北平野にも多くが知られ

る。伊香郡では、木ノ本町付近で平安後期に弘福寺領の伊香荘があり、鎌倉期になると伊香中荘

が成立した。高月町付近では、平安後期に郡荘と山門管領青蓮門院領の富永荘が見られる。東浅
⑩

井郡には、平家領の今西荘、春日社領の浅井荘、速水荘、田川荘が散見される。
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PLAN 2 主要遺跡分布図
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Tab.1 主 要 遺 跡 一 覧 表

番号 遺 跡 名 種  類 時 代 立  地 出 土 遺 物 文献名 。調査年度

1 坂 口 遺 跡 集落跡 弥生後期～古墳前期 丘  陵 弥生土器・古式上師器

上 ノ 山 古 墳 群 古墳群 古墳後期 丘  陵 須恵器・馬具・縄紋土器 「北陸自動車道関連遺跡発掘調査報告書Ⅲ 1976J

長 山 古 墳 群 古墳群 古墳中期 丘  陵 弥登I弼誦影冨霞審
i短 甲

錐 旬 1笠 1977盗〒卜V19784Fヨ胃望塁

4 桜 内 遺 跡
集落跡
捲 東 選 弥生後期～奈良時代 扇状地 弥生土器・古式土師器・須恵器 1977年から調査継続中

5 黒 田 長 野 古 墳 群 古墳群 古墳中期～後期 丘  陵 古式上師器 。鉄剣 1978年調査

坂 口 西 山 古 墳 群 古墳群 古墳後期 丘  陵

7 黒 田 古 墳 群 古墳群 古墳後期 丘  陵

黒 田 遺 跡 集落跡 古墳前期 平野部 古式土師器

寺 山 遺 跡 集落跡 弥生時代 丘  陵 石 斧

栗 谷 遺 跡 集落跡 縄紋時代 丘  陵 石斧

中 尾 遺 跡 古墳群 古墳後期 丘  陵

古 橋 遺 跡 集落跡 縄紋時代 丘 陵 繰琴巷蓬
・石斧・石棒・石滋賀県報告第 1冊 。「有

史以前の近江J

大 音 古 墳 群 古墳群 古墳後期 丘  陵 須恵器・鏡・ 金環

西 山 古 墳 群 古墳群 古墳後期 丘  陵

法 光 寺 遺 跡 寺院跡 平野部 須恵器

瓢 箪 塚 古 墳
く
後
＞

墳
方
墳

古
前
円

古墳中期 平野部

17 石 道 古 墳 群 古墳群 古墳後期 丘 陵 須恵器 。管玉

馬 場 末 古 墳 群 古墳群 古墳後期 丘  陵

一局 野 遺 跡 寺院跡 平野部

大 海 道 遺 跡 跡
跡
落
院
集
寺

弥生後期～平安時代 平野部 弥生土器・古式土師器・須
恵器・土師器・瓦

「ほ場整備関係遺跡発掘
調査報告書Ⅱ1975」
「  〃 Ш― I

1976」

石 作 (玉 作 )遺 跡 工房跡 古墳時代 平野部 勾玉・砥石

涌 出 山 古 墳 群 古墳群 古墳中期～後期 丘  陵 鏡・鉄剣・埴輪・須恵器 1978年 調査

小 山 古 墳 群 古墳群 古墳後期 丘  陵

西 山 山 頂 古 墳 群 古墳群 古墳後期 山 頂

赤 尾 古 墳 群 古墳群 古墳後期 山 頂 金環 。鉄刀・須恵器

中 居 谷 遺 跡 散布地 丘  陵 石鉱

兵 主 神 社 古 墳 ぐ
後
≫

墳
方
墳

古
前
円

古墳中期 平野部

生 塚 古 墳 古 墳 古墳中期 平野部

大 将 軍 古 墳 古 墳 古墳中期 平野部

妙 光 庵 遺 跡 集落跡 弥生前期 平野部 弥生土器 1979年 調査

寺山・ 宮山古 墳 群 古墳群 古墳後期 丘 陵 金環 。銀環 。鉄刀・須恵器

山 畑 古 墳 群 古墳群 古墳後期 丘 陵 家形石棺・ 玉類
。金環・鉄

刀・須恵器
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番号 遺 跡 名 種 類 時 代 立 地 出 土 遺 物 文献名・調査年度

松 尾 寺 遺 跡 寺院跡 平安時代 平野部 瓦 。礎石 。磁器・木器 1978年 調査

充 満 寺 遺 跡 寺院跡 平野部

西 野 古 墳 古 墳 古墳後期 丘  陵

古 保 利 古 墳 群 古墳群 古墳中期 山 頂 「昭和 48年度滋賀県文
イ′財謂杏征削

姫 塚 古 墳 く
後
＞

墳
方
墳

古
前
円

古墳中期 平野部

渡 岸 寺 遺 跡 寺院跡 平野部

山 田 山 古 墳 群 古墳群 古墳後期 丘  陵

大 塚 古 墳 群 古墳群 古墳後期 丘  陵

赤 谷 古 墳 群 古墳群 古墳後期 丘 陵

高  月  遺  跡 集落跡 古墳時代 平野部 子持勾玉

父 塚 古 墳 古 墳 古墳中期 平野部

熊 野 遺 跡 集落跡 古墳後期 平野部 須恵器

大 将 軍 塚 古 墳 古墳 ? 平野部

円 通 寺 遺 跡 集落跡 弥生後期～古墳前期 平野部 弥生土器・古式土師器 「ほ場整備関係遺跡発掘
調 蓉 報 告 墓 W Tr 197A I

岡 山 古 墳 群 古墳群 古墳中期 丘  陵

雲 雀 山 古 墳 群 古墳群 古墳中期 丘 陵 短甲・鏡・武具・須恵器 「大阪市大
歴史学教室紀

碁第 1冊J1953年
伊 部 遺 跡 集落跡 弥生後期 平野部 弥生土器 1979年 調査
留  目  遺  跡
(掘大屋敷地区)

集落跡 室町時代 平野部 土師器・陶器 。磁器 1979年 調査

留目遺跡 (松橋地区) 墳墓群 古墳中期 平野部 古式土師器 1979年 調査

所 遺 跡 古墳群 古墳後期 丘  陵

四 郷 崎 古 墳 群 古墳群 古墳後期 丘 陵 鉄剣
・鉄鏃 。玉類 。須恵
器・土師器・弥生土器

「北陸自動車道関連遺跡
発掘調査報告書Ⅱ 19761

中 谷 古 墳 群 古墳群 古墳後期 丘 陵

丁 野 遣 跡 墳墓群 弥生後期～古墳前期 丘  陵 弥生土器
・古式土師器

玉類
「北陸自動車道関連遺跡
発掘調査報告書工19761

岡 山 古 墳 群 古墳群 古墳後期 丘 陵

天 目 山 古 墳 群 古墳群 古墳後期 丘 陵

飯 喰 山 古 墳 群 古墳群 古墳中期 丘  陵

頓 伝 寺 遺 跡 寺院跡 平野部

里 の 内 遺 跡 集落跡 平野部 石斧

若 宮 山 古 墳
く
後
＞

墳
方
墳

古
前
円

古墳前期 丘  陵 「昭和 48年度滋賀県文
化財調査年報」

尾 上 浜 遺 跡 縄紋時代～平安時代 湖 底 縄紋土器
・弥生土器 。須恵

器・土師器・石器
琵琶湖湖底遺跡の研究

小 江 寺 遺 跡 寺院跡 白鳳時代 ? 平野部 瓦

今 西 湖 底 遺 跡 湖 底

今 西 追 跡 集藩跡 古墳前期～後期 平野部
古式上師器・須恵器・黒色
土器

「湖北町今西遺跡発掘調
査報告書  1974」

連 台 寺 遺 跡 寺院跡 平野部

浅 井 寺 遺 跡 寺院跡 白鳳時代 ? 平野部 瓦・礎石

局 木 遺 跡 集落跡 弥生時代～古墳時代 平野部 弥生土器・古式土師器。須漕器

-8-



番号 這 跡 名 種 類 時 代 立  地 出 土 遺 物 文献名・調査年度

水 木 遺 跡 散布地 平野部 石器

西 の 宮 遺 跡 館  跡 平野部

天 福 寺 遺 跡 寺院跡 平野部

無 道 寺 遺 跡 寺院跡 平野部

/」ヽ 倉 遺 跡 散布地 古墳前期～奈良時代 平野部 古式土師器
。土師器

Iは 場 埜 偏 関 係 遍 朋 究ヽ 」H
調査報告書Ⅱ一正 1976」

大 安 寺 遺 跡 散布地 弥生前期 平野部 弥生土器 「同 上」

五 村 遺 跡 集落跡・
墳墓群

弥生後期～平安時代 平野部 弥生土器・ 古式土師器・土
師器・須恵器・灰釉陶器・
木器・ 巴形銅器

1979年 調査

丸 山 遺 跡 古 墳 古墳前期 丘  陵 銅鏡・ 鉄剣・ 古式上師器 1978年 調査

中 野 遺 跡 散布地 弥生後期～古墳前期 平野部 弥生土器・古式土師器

大 寺 遺 跡 散布地 弥生後期～古墳前期 平野部 弥生土器・古式上師器

A 柏 原 遺 跡 集落跡 古墳後期～平安時代 平野部
雹董桑編愚籍占姦叩羨亀膏
談豪中委摯:摩
・陶器・ 本報告書

B 柏 原 北 遺 跡 集落跡 弥生時代・奈良時代
～鎌倉時代

平野部 蘊僑集奪高蒙焼1賜蕪:鱈
器

1979年 調査

C 井  口  遺  跡 集落跡
寺院跡
弥生中期・古墳後期
～室町時代

平野部 器
山
土
鉄

師

・
色

・

土
器
黒
車

・
陶

・
錘
瓦

器
釉
器
紡

・

恵
緑
陶
製
銭

須

・
・
鉄
古

・
器
器

・
・

撃螂脚・石器。木器

弥

・
茶
器
釘

「ほ場整備関係遺跡発掘
調査報告書Ⅳ―■ 1977」
「  〃 V 1978」
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第 2章 調査の経過

調査は、 5″ ×10夕 の規模を基本とした トレンチを設定 し、遺構の有無、遺跡の範囲を確定す

ることから実施 した。路線内の状況は、南側に畑地及び竹林、北側に一段低 くなる水田であるが、

トレンチ調査の結果、周辺よリー段高 くなっている南側の畑地 (路線内85物 )に遺構の分布する

ことを確認 し、北側水田及び畑地より南側の竹林では遺構を検出することはなかった。従って、

調査は、畑地部分を柏原遺跡とし、全面調査に切 りかえた。

柏原遺跡の調査は、 6月 から10月 まで要 した。以降、現国道365号線以北約100m程を残 し、

さらに北方の調査を同様の方法で継続 し、遺構の存在を確認したが、本書では、現国道 365号線

以南の柏原遺跡に限って報告することとした。
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第3章 調査結果

今回の発掘調査で検出した遺構は、竪穴式住居跡10棟、掘立柱建物跡 2棟、井戸跡 2基、溝状

遺構 3条、その他多数の大小土城である。これらには年代的な幅があるため、まず、個々の遺構

とその出土遺物を説明して遺構の年代をおさえ、次いで、包含層遺物をも加えて遺物の編年を試

み、最後に、これら操作を通 して得られた同時期遺構の配置を説明するという順序で記述 してい

くことにする。

イ .

i)竪穴式住居

Tl(PL4) 軸線 をN6° 20'Eに持ち、南北 6御 、東西6.25物 を計る。方形プランで、

床面35.8寛 2と 当遺跡では大型の類である。柱穴や周溝等は認められなかった。また、住居跡の北

壁に接 してその中央附近で焼上の広が りが見られ、カマ ドの存在が考えられたが、規模や構造に

ついては明らかにし得なかった。

(出土遺物 )須 恵器郭蓋、1/Fk身 、土帥器甕、灰釉陶器皿、筑がある。 1。 2は 、偏平な天丼部

に低いつまみが付 く蓋で、日縁端部は下方に短か く屈曲 している。 3の不身は、横断面方形の高

台が付 く。 6の土帥器甕は、頸部 を「く」の字形に屈曲させた粗雑なつ くりである。灰釉陶器の

4は段皿で、 5の筑 は、横断面が丸味を帯びた方形の高台が付 く。
①                 ①

(時期 )出土遺物のうち須恵器は陶邑M T21や平城宮跡 S D 1900乃 至 S D 485に 類似品があり、

8世紀前半のものと思われる。出土遺物の中には灰釉陶器が若干混 じるが、Tlは 、後述するよ

うに、同形式の灰釉陶器 を出土する第 1井戸跡に切 り込 まれており、Tlの遺存度 (深 さ平均 6

効 )か ら考えても、井戸跡構築時の混入品と思われる。従って、Tlは 、須恵器の編年観による

のが妥当であろう。

T2下 層 (PL5・ 6) T2は Tlの南 3.5η に位置する。住居跡西半分は調査範囲外に

係 り、従 って、南北6.55m、 東西 3.6η 以上 を計る。軸線はN4° 40′ Wに あって、方形プランを

呈するものと思われる。住居跡内では、柱穴 2基 と検出範囲のほぼ中央で大型の上城 1基 を検出

した。

(柱穴)径40～ 75効の楕円形の掘 り方で、径15効程の柱痕 を確認 した。掘 り方は、床面 より20

立
星
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効程の深さまで掘 り込まれている。

(大型土城 )長径 1切 前後、深さ30∽の規模で、横断面が舟底状を呈 している。貯蔵穴の可能

性もあるが、遺物の出土は顕著でない。

(出土遺物)須恵器の雰蓋、啄身、壺、速、土帥器の甕がある。 1の郭蓋には乳頭状のつまみ

が付 く。 2・ 3では、天丼部は偏平で、日縁部との境界は屈曲せず、端部は丸い。 4～ 6は 、立

ち上 りの小さい口縁部を持つ矮小化 した罫身である。 7・ 8の示身は、日縁部が大きく内傾 し、

短かい。また、全体的に偏平である。 9は落の口縁部で、頸部はゆるやかに屈曲し、四線を施す。

10は壺の口縁部で、外反気味に開いた後、日縁端部を肥厚させ、垂直に立たせている。土師器の

甕は大小の 2種類ある。11は小型品で、「く」の字形に屈曲させた単純な日頸部を持つ。12は 、

いわゆる受日状の口縁部を持ち、その端部を外方に突出させている。13～ 15は 頸部の屈曲が大き

く、14・ 15で は、端部を上方に短かくつまみ上げている。
②

(時期)以上の出土遺物は陶邑T K217や小墾田宮堆定地 S D 050、 難波宮跡東地区下層竪穴等
①
出上のものに類似 した特徴を持う。従って、 7世紀初頭頃に位置付けられよう。

T2上層 (PL5・ 7)  T2下 層をほぼ重複 した形で切 り込んで構築されている。南北6.

55初 、東西 4η 以上で、西側 3分の 1程は調査範囲外に入る。住居跡の東南コーナーでカマ ドを

検出したが、遺存度が悪 く、規模等は明らかにできなかった。南北軸線はN8° 50′ Wを 示す。

(出土遺物)住居跡内出土遺物は、須恵器のlTh蓋、1/・身、壺、鉢、土師器の塊、甕、灰釉陶器

の長頸壷である。 1～ 4の郭蓋は、やや偏平な天丼部に、中高のつまみが付き、天丼部から緩や

かにのびて日縁部に移行 し、端部は下方に短かく屈曲する。1/FN身の 5～ 8は 、体部が直線的に開

き、日縁端部をわずかに外反させている。 9は、直線的に開く体部に高台が付 く。10。 ■は、外

反気味に大きく開いた体部に、外方に踏んばった高台が付 く。12は逆「ハ」の字形に開 く厚手の

鉢である。13は 、わずかに開 くが垂直に近い壺の日縁部である。14は 、日縁部がやや内鸞気味に

開き、その端部を肥厚させて面をなす壺で、体部外面にカキロを施す。15は灰釉陶器の壺で、長

頸で、外反する日縁部に上下に肥厚 して外側に面を取る日縁端部が付 く。肩部は丸味を帯びる。

土師器の16。 17は小型の碗で、体部は内彎して浅 く、口縁端部は短かく屈曲して上方につまみあ

げている。体部内面には、暗紋を密に施 している。18は 、外方にお、んばる高台の付 く大型ナ宛であ

る。19は 、頸部が「く」の字形に屈曲し、日縁端部が肥厚する小型の甕である。20は、いわゆる

受口状に屈曲した日縁部を持つ甕である。
①

(時期 )出土土器類は、陶器M T21や平城宮跡 S D 1900、 S D 485あ るいは藤原宮跡 Ir aに類

品があり、住居跡の年代は8世紀前半頃におくことが可能であろう。

T3(PL8)  T3は T9を切って艤築されている。南北4.3切 、東西3.4η を計 り、床面

積14.6″ と小型の住居跡である。住居跡の東南コーナーでカマ ドの痕跡 と思われる焼土塊、また、
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柱穴 と思われるものを 3ヵ 所で検出 した。なお、軸線はN12° 46′ Eを示す。

(柱穴)3ヵ 所のうち、東北コーナーのものは壁面に接 している。掘 り方は径35～ 65効の楕円

形で、柱痕は径 20物を計 り、床面 より20効程の深さがあった。

(出土遺物 )1・ 2は須恵器のlTN蓋で、偏平な天丼部に偏平なつまみが付 く。日縁部に屈曲が

見 られ、端部は下方に短か く屈曲する。 3は須恵器の罫身で、日縁端部はやや外反 して尖 り、休

部は直線的に開 く。底部 との境界は明瞭な稜 を取る。その他に、土師器の坑 と甕がある。
①

(時期 )上記遺物のうち、特に須恵器類は平城宮跡 S K820、 S K219に 類似 し、陶邑TK7よ

りはやや古式の特徴 を呈 している。従って、 8世紀後半の早い時期のものと考えられ、住居跡の

年代 もこのころにおけよう。

T4(PL9) 住居跡の西南 コーナー部分のみ調査 し得た。 しか し、周濤、柱穴、カマ ド

の存在 を確認することができた。カマ ドは焼土を検出 したのみで規模等は明らかでない。

(周濤 )幅30～ 40効、深さ12勤 の横断面逆台形 を呈する。

(柱穴)長径 50助の掘 り方で、柱痕は径20効程である。床面から13効程掘 り込 まれている。

(出土遺物 )須恵器の杯身 と土師器の甕があるが、細片で図示 し得ない。

(時期 )出土遺物が細片であるため断定できないが、およそ 9世紀前半頃の特徴 を示 している。

T5(P L10)  南北2.9切 、東西2.2物 以上で、西側は調査範囲外に係 る。深さ15効まで遺存

し、北壁及び南壁に沿っては、幅 10～ 15効程が床面 よリー段高 くなっている。柱穴や周濤はなく、

カマ ドが住居跡の東南コーナーよりやや北側で検出された。なお、住居跡南北軸線はN3° 20′ W

にある。

(カ マ ド)平面は馬蹄形 を呈 し、焚口幅37効、最大幅63効、長 さ52効 を計る。床面は凹み、そ

の中に炭化物、灰に混って、土師器甕、須恵器の雰蓋等の破片が出上 した。また、カマ ドと住居

跡東南コーナー部 との間は壁面 より外側に張 り出しており、煙道があった可能性がある。

(出土遺物 )須恵器の郭蓋 と土師器の筑及び甕である。 1の琢蓋は、偏平な天丼部に中高のつ

まみが付 き、日縁部の屈曲はな く、内側に小さなかえりが付 く。 2の筑 は、日縁部 を内側に折 り

返 し、体部内面には密 に放射状の暗紋が見られる。
①

(時期 )上記の出土遺物が陶邑T K217で もやや新 しく、 T K48等 に類似 し、飛鳥第Ⅲ期や湖
⑭

西線関係遺跡VD区大溝の一括資料に近似 しているところから、当住居跡は 7世紀後半の所産 と

考えられる。

T6(P Lll・ 12) 南北4.73η 、東西 3.3効 で、やや南北に長い長方形プランを呈す。当

住居跡では、住居跡の東南コーナーの北寄 りでカマ ドを検出するとともに、住居跡内で 4本の主

柱穴、住居跡外側で12本 の支柱穴を検出した。なお、住居跡の南北主軸はN3° 30′ Wに ある。

(カ マ ド)平面「コ」の字形で、幅70効、長さ45∽の規模 を持つ。焚日幅は55効 を計る。この
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カマ ドと南壁との約 1切 程の間は、幅約40効内側に張 り出しており、煙道と考えられる。

(柱穴)住居跡内の主柱穴は4基で、径35～ 45物のほぼ円形の掘 り方で、径20∽前後の柱痕 を

検出している。支出穴は12本で、住居跡の外側にあって、各コーナに 1本、各辺に 2本ずつ配さ

れている。柱痕 を確認することはできなかったが、径35効程の掘 り方である。

(出土遺物)須恵器の郭身、壺、土師器の甕、鉢が出上している。 1の lTh身 は、体部は内彎気

味に開き、底部はやや丸味を持つ。 2の壷は低部のみで、低い高台が付 く。 3の甕は小型で、体

部は球体に近かく、受日状の口縁部を持つ。 4は、頸部が「く」の字形に屈曲する単純日縁の甕

である。 5は、日縁部が大きく外反し、体部は球体に近い。
⑬

(時期 )上記出土遺物は、 9世紀前半とされる陶邑TK7や 平城宮跡 S D 650、 長岡京跡 SD
⑩
51等 に類似 しており、住居跡の年代をここにおくことができよう。         ,

T7(P L13)  T2の 南 4η に位置する。住居跡の東北部のみ調査 し得たにとどまるが、

周濤と柱穴の存在を確認できた。軸線はN9° 15′ Wに ある。

(柱穴)径35効の円形の掘 り方で、深さ20効 まで掘 り込まれている。

(周薄)壁面に沿い、幅15～ 20効、深さ7効で逆台形の横断面を呈す。

(出土遺物 )須恵器の雰身と土師器の甕、皿がある。 1の lTh身 は、わずかに肥厚 して外反する

日縁部と丸味のある底部を持つ。 2では体部は直線的に開く。 4の土師器皿は日縁内面に凹線が

めぐる。甕には大小 2種あり、 4は頸部を「く」の字形に屈曲させた小型のもの、 5は 「く」の

字形の頸部に端部を肥厚させて下方に垂れ、外側に面を取る日縁部を持つもので長胴の甕である。

(時期)陶 邑M T21や平城宮跡 S D 1900、 S D485に類する土器類を出土しているところから、

8世紀前半の遺構 と考えられる。

T8(P L14)  Tlの 西側に一部接 して構築されている。南北5.9m、 東西は2.1初 以上で、

西側は調査範囲外に入る。周溝はなく、カマ ドも調査範囲内では検出できなかった。軸線はN9°

20′ Wに ある。

(柱穴)住居跡の東北コーナーで、径50∽の円形の掘 り方で、深さ20効のピットがあった。柱

穴の一つである可能性がある。

(出土遺物)1は須恵器のlTh蓋 で、天丼部は偏平で、口縁部 との境界は不明瞭である。 2は 内

彎気味の体部 と肥厚 して直立する口縁部を持つ須恵器ITh身。 3では横断面方形の低い高台を持つ。

4は土師器の筑で、日縁端部を内方に折 り曲げている。暗紋はない。

(時期)1の邪蓋は古墳時代に入るものであるが、その他のものは陶邑TK7、 長岡宮跡 SD

51、 平城宮跡 S D 650等に類 し、従って、住居跡は 9世紀後半代に比定するのが妥当であろう。

T9(PL8)  T3に 切 り込まれている。東西4.2η 、南北3.1効 で東西に長い長方形プラ

ンを呈す。軸線はN71° Wに あり、柱穴、周濤を検出したがカマ ドはない。
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(柱穴)径50～ 60勁の掘 り方で、径20～ 25効の柱痕 を残すものを4本が住居内に配されている。

(周溝)東側柱穴間を結び、東北及び東南コーナーで切れる。幅20効、深さ10効で垂台形の横断

面をなす。

(出土遺物)須恵器の他に鉄製鎌が出上した。 1・ 2は 日縁部が大きく内傾 して短かく、偏平

な体部を持つ罫身。鉄製鎌は、長さ12.5効、幅 2.2伽 で内彎 したもの。柄 との取 り付け角度は鈍

角である。

(時期)須恵器lTh身は陶邑T K217、 小墾田宮推定地 S D050、 飛鳥第 I期 に類 し、鎌もこの頃

のものとして大過なく、 7世紀初頭の住居跡 とできる。

�)掘立柱建物

Hl(P L15) 南北 4間 (7″ )、  東西 5間 (8.72η )で N72° Eに軸線がある。柱穴は

径 (辺 )60～ 90効の楕円形及至方形で、柱間は南北が1.752と 等間隔であるが、東西は1.86″ ×

1.5″ ×1.5物 ×2.0靱 ×1.86η となる。

(時期 )直接資料はないが、後述するピッ トの切合の関係から8世紀後半以降 とできる。

H2(P L16) 梁行 2間 (5。 2初 )、 桁行 3間 (6.3η )の南北棟 で、柱穴は径50～ 60効の

円形乃至楕円形で、径 20物の柱痕 をのこす。梁行は2.6物 の等間隔、桁行は南端のみ1.7初 、他は

2.3″ を言十る。車曲線はN4° Wに ある。

(時期 )ピ ッ ト等の切 り合い関係から8世紀後半以降である。

�)井戸跡

第 1井戸跡 (BP l)(P L17・ 18)  Tlを 切 り込んでいる。径 1.8初 、深さ1,7η の掘

り方で、井戸枠は遺存 しなかったが、径約90勁の規模 を持つ ものと考えられた。最下層には小砂

利があった。また、井戸跡上部に長さ30～ 80効の自然河原石がず り落ちた状態で出土 し、井戸肩

部の敷石 と考えられる。井戸内には、灰釉陶器筑が数個体出土 している。

(出土遺物 )5～ 9の灰釉陶器坑は実形で、日縁端部がわずかに外反 し、内彎する高台が付 く。
⑩

猿投古窯跡群の黒笹14号～90号窯式に相当するものと思われる。この他、須恵器の堺蓋、lTh身、土

師器の甕、釘等が出上 している。

(時期 )重複するTlか らの混入品もあるが、出土状態から、灰釉陶器の示す時期 を以って井

戸埋没時期 とできる。

第 2井戸跡 (BP 9)(P L19) 長径 1.5″ の楕円形プランを持つ素掘 りの井戸跡 と思

われるものである。深さは0.55効 を計 る。南側で、径 0。 9″ の上城が切 り込んでいるが、これも

井戸跡の可能性がある。
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(出土遺物)須恵器のlTh蓋、甕、灰釉陶器の筑、土師器の皿、鉄釘等が出上しているが、井戸

跡の時期を示すと思われる灰釉陶器は、 3が横断面逆三角形を呈す高い高台を持ち、内彎する体

都と肥厚する口縁端部を持つもの、 4は 内攣 して開 く体部に外反する口縁端部が付 く。

(時期 )灰釉陶器は猿投窯跡群黒笹14号窯式乃至90号窯式に属 し、10世紀代のものである。

� 濤 跡 (PL.25)

Ml 第 3・ 9住居跡を図むように東西方向に走り次いで直角に屈曲して北へ伸びる。幅40

～60効で深さ25～ 40効 あり、横断面は逆台形を呈す人工的な濤である。埋土は、黒褐色土・黄褐

色土・暗責褐色土・暗褐色土の 4層 に分層し得た。

(出土遺物)須恵器・土師器・灰釉陶器 。磁器が出土している。須恵器 1～ 4の郭身は、体部

が直線的に伸び口縁端部を丸 くおさめ、低 く断面方形の高台が付 く。灰釉陶器 5は、内彎 した深

目の体部の皿で高台は低 く外方にふんばる。6.7は 、内骨する浅い感 じの坑で高台は低 く丸味を

持つ。磁器 8は 、直線的に開いた深い体部に、所謂「玉縁」の日縁部が付 く。白磁塊である。土

師器 9は、偏平な灯明皿で口縁部 と体部の境を凹ませる。10.体部は浅 く日縁部は僅かに「く」

字形に届曲する甕で、全体的に作 りは雑である。

これらの遺物のうち、灰釉陶器は猿投古窯跡群の黒笹14号窯乃至35号窯式に属 し磁器は、山口

④
県秋根遺跡のI112類 に該当する。

(時期)こ の濤跡は10世紀代のものと思われる。

M2  第 2溝跡は、調査地中央部、第 3・ 9住居跡の北側で検出し、第 1濤跡により切 られ

ていた。北東から南西方向に弧を描いて走る濤で、幅50～ 60効深さ20～ 30効 を測 り、断面は浅い

U字形を呈す人工的な溝である。埋土は黒褐色土と黄褐色上に分層し得た。

(出土遺物)埋土中から須恵器、土師器が少量出土 したが、全て細片で図示 し得るものはない。

(時期 )出土遺物が細片のため限定 しにくいが、その特徴や第 1溝跡との切り合い関係から9

世紀代の所産であろう。

M3  第 3濤跡は、第 2濤跡の北約 6η にあって、調査地北部の南側で検出した。北東から

南西へ弧状に走り、南側で終る。溝跡の幅は40～ 60効 を測 り、深さ20～ 30効で断面形は浅いU宇

形を呈する人工的な溝である。埋土は黒褐色土と黄褐色土に分層し得た。

(出土遺物)少量の須恵器 と土師器が出土しているが、細片のため図示 し得ない。

(時期)出土遺物が細片のため時期を限定するのは困難であるが、あえて土器類の特徴から推

定すると9世紀代であろう。
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v 土 城

BP 2(P L18) 第 2土城は、調査地南部にあって第 2掘立柱建物の柱穴に切られる。

プランは不定形楕円を呈 し、長径 2″短径 1.2勿 で深さ20効の断面方形である。

(出土遺物)須恵器 1は、天丼部 と口縁部の境界が屈曲する郭蓋である。 2は 、直線的に開き

口縁端部は丸 くおさめる郭身である。

(時期 )出土遺物より8世紀後半であろう。

BP 4(P L18)  第 1住居跡の南端に位置し、一部それに切られている。プランは不定      .

形な楕円形で、長径4.8η短径3.2η 深さ46効の 2段に掘られた土城である。

(出土遺物)埋土中より須恵器・土師器 。灰釉陶器・瓦及び土錘が出土している。須恵器 1は、     1

膨らみの少ない天丼部で、天丼部 と口縁部の境は稜をとらない琢蓋。土師器 2は 、小型の筑で外

反気味に開く口縁部をもつ。 3は 、管状の上錘である。

(時期)出土遺物は7世紀初頭に位置付けられる。

BP 5(P L18)  第 5土城は、長径3.1∽ 短形2.1物 を測る不定形な楕円を呈 し、深さは

20効である。

(出土遺物)須恵器 1は、偏平な天丼部で、日縁部がほとんど屈曲しないtTh蓋である。 2は、

古墳時代の部身で、たち上 りは低 く内傾 している。混入品であろう。 3は、やや外反する深目の

体部を持つ郭身である。他に、鉄滓と土師器の甕が出土 している。

(時期 )混入品を省けば、これらは10世紀代の所産である。

BP 6(P L18) 調査地南端の第 1掘立柱建物の柱穴に切られている。プランは円形で

径0,85初 深さ21勤の断面舟底状を呈す。

(出土遺物 )出土遺物は、須恵器罫身と土師器甕がある。 1は、やや浅日で内鸞気味に開 く体

部に外反する口縁部が付 く琢身である。

(時期)8世紀前半代に位置付けられる。

BP 8(P L18) 第 8土戒は、調査地中央部東端で、西半部のみ検出した。プランは径

1.8物 の円形で、深さ20効の断面長方形を呈 している。

(出土遺物)埋土中より須恵器・土師器が少量出土した。須恵器 1は 、低い天丼部で日縁部 と

の境は浅 く屈曲し、日縁部内面は凹む。 2は、偏球体の体部に直立する口縁部が付 く短頸壷であ

る。

(時期 )埋土中最も新 しい時期の遺物は、 9世紀～10世紀に属す。

B P 10(P L18) 調査地の北部にある。プランは径 1.5″ の円形で深さ25効の断面 U字

形を呈する。
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Tab.3 土拡 (BP)出 土遺物規模一覧表
BP番号 出 土 遺 物 規 模 備 考

1

須恵器 .郭身、郭蓋、壷

土師器 .甕、土錘

灰 釉 .婉

鉄 器 (釘 )

径 -110勤 の円形
深さ-134師 の断面方形 土壊上面に石組

第 1井戸跡

須恵器 .芥身、必蓋、壷

土師器 .甕 遍獲正子与i訴
)の不定形な楕円形

深さ- 20旬 の断面南二段掘りの方形
性 格 不 明

須恵器 .郭身

土師器 .婉、甕

東西-200師 の楕円形
深さ- 26例 の断面方形

性 格 不 明

須恵器 .甕、杯身、郭蓋、壷

土師器 .甕、土錘

灰 釉 .杯身
瓦

厄疫三:::既 }の楕円形
深さ- 4 6 clBの 断面中央 2段掘りの方形

性 格 不 明

須恵器 .甕、ネ身、必蓋

土師器 .甕

鉄サイ .

蟹獲三 ::I既
)の不定形な楕円形

深さ- 20伽 の断面不定形な楕円形
性 格 不 明

須恵器 .郭身

土師器 .甕

径 -85動 の円形
深さ-21働 の断面舟底形

性 格 不 明

7
須恵器 .甕、郭蓋

土師器 .甕

東西 210勤 の長方形
深さ-14勤 の断面方形

性 格 不 明

須恵器 .郭身、郭蓋、長頸壷、短頸壷

土師器 .甕

径 -180c12の 円形
深さ- 20師 の断面長方形

性 格 不 明

須恵器 .甕、外身、郭蓋、壷、長頸壷

土師器 .甕、婉

灰 釉 .郭身、婉 、壷、段皿、小皿
緑 釉 (婉)

鉄 器 (釘 )

雇矮三i::既 )の楕円形
深さ- 57伽 の断面方形

井戸跡

掘りかえ有り

須恵器 .杯身

土師器 .甕、皿

径 -150旬 の円形
深さ- 25勤 の断面U字形

性 格 不 明

須恵器 .郭身、ネ蓋

灰 釉 .婉、皿 遷種三|:i滸 )の楕円形
深さ- 25勤 の断面長方形

性 格 不 明
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(出土遺物)須恵器 と土師器を少量出土した。須恵器 1は、低 く断面方形で底部のやや内側に

付 く高台を有するlTh身。土師器 2の皿は、日縁端部内面に凹線を巡らし浅い体部である。

(時期)出土遺物の年代観から、 8世紀後半の所産であろう。

B P 13(P L18)  第18土拡は、第 5住居跡の南に位置 していて、プランは南北に長い楕

円形である。長径4.0効短径 1.2″ の比較的大形のもので、深さは25効ほどで断面は長方形を呈す。

(出土遺物)埋土から須恵器と灰釉陶器が出上している。須恵器 1は、日縁端部を下方に短 く

屈曲させた罫蓋である。灰釉陶器 2は、体部内面に僅かに段を成す小型の皿で、日縁端部は僅か

に外反する。

(時期)灰釉陶器の皿は10世紀代のものであろう。

vi 小 土城

小土城は、総数 400余 りある。ここでは主なもののみ記入することとする。

P51(P L20)  この小土城は、第 1住居跡の東側で検出したもので、長径83効短径61効の

楕円形である。深さは平均10効 で非常に遺存度の低いものであった。小土城の南端に須恵器のlTh

身 2′点を天地逆にして、内側にやや傾むけてならべてあった。これを上城墓 と見なせば、日本海

側の地方に通有に見られる土器枕であろうか。

(出土遺物)須恵器 1/Th身 の完形品が 2′点出土している。1.2は 、矮小化 したもので、体部は浅 く

膨みが少なく、たち上 りは非常に低 く内傾 して僅かに受部から出る程度である。

これらは、陶邑T K217型式の古い段階のものに属する。

(時期)土器の年代は、 7世紀初頭に位置付けられる。

P53(P L20)  第51小土城の西側に隣接 している。プランは、長径65勁短径60効の楕円形

で、深さは8効で南側はさらに一段深 くなる。小土城の中央から、須恵器の郭身と皿が破砕され
@

て人為的に埋められていた。

(出土遺物)須恵器の罫身と皿が破片となって出土したが、接合すると完形に近 くなった。 1

は、僅かに外反して開いた体部に、低 く断面方形の高台が付 くものである。 2は、体部を短 く直

線的に開いた皿である。

これらは、陶邑TK7型 式に近 く、長岡京跡 S D51や平城宮跡 S D 650に 近似 している。

(時期)出土遺物の年代観から見て、 9世紀の前半代かと思われる。

P94(P L21)  この小土拡は、第 2掘立柱建物の北側にあって、形は不定形な楕円数個の

集合のようであり、長径 3″短径 1.lη を測り中央部分の深さ35効である。埋土からは、「今西」

の墨書のある灰釉陶器の皿の他、須恵器不身と土師器魂及び鉄器が見られる。また、埋土には炭

化物や灰層が若干見られ、「ゴミ穴」的性格を持つものと思われる。
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(出土遺物)灰釉陶器 2～ 4は 、やや深目の皿で体部は内鸞 して開き、日縁端部は僅かに外反

する。高台は非常に低 く丸味を持つ。 3の底部外面には「今西」の墨書がある。須恵器 1は、非

常に低い高台を持つ琢身である。土師器 5は、底部 と体部の境は屈曲し体部は直線的に開いた坑

で、日縁端部内面は凹線を施 している。6.7は 、断面方形の鉄釘である。

この内、灰釉陶器は、猿投古窯跡群折戸53号窯式に類似 した特徴を示 している。

(時期 )灰釉陶器の年代観は、10世紀代に位置付けられる。

P350(P L22)  第350小土城は、調査地北端にあって、その平面形は径50効の隅九三角形

に近い。深さは15効 あり中央部はさらに一段深 く25効ある。断面は逆台形状である。小土城から

は、須恵器のlTh身が横転 した状況で出土 した。

(出土遺物)須恵器 1は 、天丼部が偏平で天丼部から口縁部に緩やかに伸び端部は下方に短 く

屈曲する。 2の郭身は、休部が直線的に伸びて深 く、口縁端部は尖 り気味となる。高台は非常に

小さく、ややお、んばる。

これらは、平城宮跡 S K820や S K219に 類似する。

(時期)8世紀後半に比定できる。

P351(P L22) 第351小土城は、調査地北部東端に位置している。プランは径65効の円形

で、深さ25∽の断面 U字形を呈している。内部から、須恵器と土師器が打ち割られた状況で出土

し、接合の結果、須恵器罫身 2点 と短頸壺 1点、土師器婉 1点分がほぼ完形に復原し得た。

(出土遺物)須恵器のlTh身 1～ 3は、体部は直線的に開き口縁端部は単に丸 くおさめ、底部 と

休部の境は丸い。高台は大きく、外方に大きくお、んばる。短頸壷 4、 偏球体の体部は底部が平ら

で、全体に厚手である。日縁部は短 く開く。土師器筑 5は 、偏平で休部は屈曲して直線的に開き、

日縁端部は外傾する。暗紋は見られない。 6の皿は、日縁端部を外反させさらに上方へつまみ上

げるもので、体部内外面には粗 く暗紋を施す。

これらは、一括資料 として良好なもので、平域宮跡 S D 1900。 同 S D485型式に類する。

(時期 )出土遺物は、 8世紀の前半代に比定できる。

P353(P L22)  第350小土城の北側30効のところにある。プランは、長径70効短径55効の

楕円形である。深さは25効あって断面 U字形を呈している。小土城の中央から、須恵器の罫蓋 1

個体 と罫身 5個体分が人為的に打ち割った状態で出土 した。

(出土遺物)須恵器の罫蓋と琢身がある。 1は、低 く偏平な天丼部の蓋で、その中央に付け根

がくびれ、中高のつまみが付 く。 2の lTh身 は、休部は直線的に開き口縁部は尖 り、底部は平らで

ある。 3～ 5は、 2の体部に低いがやや外方にお、んばる高台のつくlTh身 である。 6は大型のlTh身

で、体部は直線的に開き日縁端部は尖 り気味に外反する。高台は体部直下に付き、太いものの低

く断面逆台形を呈す。
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これらも、一括資料 として価値のあるもので、陶邑M T21か らTK7の 中間的な特徴 をもち、

平城宮跡 S K219乃 至 S K870型式や飛鳥第V期 に類似 している。

(時期 )上記の年代観より、 8世紀後半代 と考えられる。

Pol(P L20)  第01月 土ヽ城 は、第 9土城 と第13土城の中間に位置 している。この小土拡

は、径75効の正円に近いプランを呈 し、深さ20効の断面長方形であって、その底に灰釉陶器が置

かれていた。

(出土遺物 )灰釉陶器皿 1は 、浅 く大 きく開いた体部で、口縁端部は外反 し丸 くおさめている。

高台は非常に小さく、「蛇ノロ高台」に近い。灰釉はかかっていない。

この灰釉陶器は、猿投古窯跡群折戸53号窯式に類する。

(時期)10世紀の後半代 と思われる。

v�  トレンチ

遺跡の北への拡がりを追求するため、路線に沿って発掘調査地の北へ計 7ヵ所の トレンチを設

定 した。以下、その状況を簡単に述べる。

第 1ト レンチ (l Tr)(P L29・ 30)  第 1ト レンチは、発掘調査地北端部に接 して設定 し

た18× 7″ の トレンチである。層位は上から耕土・床土・灰色粘土 。灰色砂礫ないし砂層となり

その下層 tよ茶褐色砂礫層となって、遺構は何ら検出されなかった。表土以下各層から少量の土器

が出土 している。

(出土遺物)第 1ト レンチからは、須恵器・土師器・灰釉陶器・山茶筑の細片が出上した。須

恵器 1は 、口縁内面に小さく断面三角形のかえりの付 く1/F・蓋である。 2は、断面方形の非常に低

い高台の付 く罫身。山茶魂 3は 、小型の筑で高台は断面逆三角形の非常に低 く粗なものである。

第 2ト レンチ (2 Tr)(P L29。 30)  第 1ト レンチの北西10物 の位置に設定 した12× 5η

の トレンチである。層位は、耕土・床土・灰色粘土・責灰色砂質度 。責褐色砂礫層 。灰色砂礫乃

至砂層となっており、各々の層より、須恵器・土師器・灰釉陶器の少片が少し出上した。

(出土遺物)灰釉陶器 1は 、内彎気味に開 く深い体部に、日縁端部の外面は断面三角形に突出

する塊である。 2は 、浅 く大きい体部に、やや内嘗する断面長方形の高台が付 く皿である。

第 3ト レンテ (3 Tr)(P L29・ 30)  第2ト レンチの北西に隣接 した15× 2η の トレンチ

である。基本的な層位は第 2ト レンチと変らない。出土遺物も、同様であった。

(出土遺物)須恵器郭蓋 1・ 2は 、非常に偏平な天丼部の中央に、筒状のつまみが付き、日縁

部の屈曲は緩 くなる。 3は、日縁部を尖 り気味に外反させたlTh身 である。灰釉陶器 4は 、深目の

体部で日縁端部は肥厚 し外反した坑である。 6は 、低 く丸い高台の筑。 5は、皿で高台は断面三

角形に削り出している。
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第 4-Nα lト レンチ (4 TrNα l)(P L29) 遺跡の西側を流れる小川を挟んで北西側に設

定 した20× 7η の トレンチで、層位は耕土・床上の下は灰色粘土となっていた。遺物はほとんど

出土しなかった。

第 4-Nα 2ト レンチ (4 Tr Nα 2)(P L29)  この トレンチは、第 4-No lト レンチの北

側で、一段高 くなった畑地に設定 した10× 4η の トレンチである。層位は、上より耕土 。床土・

灰色砂層・茶褐色砂礫層となっていた。耕土と床土は客土されている。遺物はほとんど検出され

なかった。

第 5ト レンテ (5 Tr)(P L29・ 30)  第 5ト レンチは、式内社佐味神社跡の北東約15初 の

ところに、路線を横断する形で設定 した15× 6η の トレンチである。 トレンチの層位は、上より

耕土・灰色粘土・暗灰色泥質土 (流木・木ノ葉等有機物を多く含む)・ 黒褐色土・灰色砂層・暗

灰色粘土層の互層となっていて、旧河道の様相を呈 していた。これらの各層からは、須恵器・灰

釉陶器・山茶筑 。天目茶塊等の細片が多量に出土した。

(出土遺物)須恵器 1は、外反気味に開く口縁部の1/fh身 である。 9は、甕の肩部で内外面共に

叩き目をナデで消 している。灰釉陶器の 2は、外反する体部をもつ薄手の碗である。 3～ 5は、

低 く断面逆三角形を呈する筑の高台。 6は 、やや高 く内彎気味にお、んばった、丸味を持つ高台で

ある。 7・ 8も 、やや外方にふんばった高台で、やや高 く断面逆三角を呈す。山茶筑10は 、小型

筑で高台は逆三角形をして低 く、作 りは粗である。内面に重ね焼きの跡が残る。天目茶魂の11は 、

内彎 した体部にヘラで削り出した小さい高台が付 く。釉は暗茶褐色に発色している。

第 6ト レンテ (6 Tr)(P L29・ 30)  現国道 865号線に接 して設定 した17× 5″ の トレン

チである。層位は、耕土・床土となりその下層は灰色砂礫層が続 く。各層より、須恵器・土師器

・灰釉陶器が少量出上した。

(出土遺物)1は 、須恵器の壷の高台で、非常に小さく、体部に不均合いなほどである。

口。遺 物

柏原遺跡からは、遺構や包含層から多量の遺物が出土 しているが、大半が土器類で、その中で

も須恵器が60%と 最 も多 く、次いで土師器17%、 灰釉陶器が19%、 残 り4%程が緑釉陶器、黒色

土器、山茶筑、磁器類である。施釉陶器では、灰釉が多く、緑釉陶器が僅少である点注意され為

また、灰釉陶器では、坑が62%、 皿36%(段皿 を含む)で、両者が98%を 占め、壷類がわずか 2%

であって、奢修的なものがなく、汁器類に限られているところに特色が見られる。

土器類以外では、鉄釘、鉄鎌、鉄斧がある。また、瓦片 も出上 しており、附近に寺院跡の存在

することも推察せ しめるものである。
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さて、これら遺物の個々の観察結果については観察表にゆず り、ここでは遺物 を編年的に分類

してお く。

(a)第 1期

第 二期はさらに a・ bの 2月 期ヽ に区分することができる。

① 第 Ia期

〈須恵器〉 須恵器のlTh蓋は、天丼部は高く膨らみを持ち、全面ヘラ削りを施す。天丼部と口縁

部を分ける稜線は、断面三角形を呈して水平に突出する。日縁部は垂直に伸び、端部は単に丸く

おさめている。郭身は、小型化の始まったもので、たち上りは内傾 し低 く、端部は単に丸 くおさ

める。受部は外上方に伸び、丸くおさめる。体部は膨らみがなく、偏平な感じを受け、底部のヘ

ラ削りは狭 く粗_い。

(上師器〉 甕は、口縁部が大きく外反し、水平に近 くなって、端部外周は面を取る。体部は長

胴となり、内外面共に粗い刷毛目を施している。
④                ⑭

これらは、陶邑T K43型式や陶邑編年H型式第 4段階・湖北地方横穴式石室出土須恵器編年の

余呉町上ノ山 1号墳のものに類似 し、さらに難波宮跡東地区下層竪穴のものにも近似 している。

このところから柏原遺跡第 Ia期 は、 6世紀末頃と比定 しうる。

② 第 Ib期

〈須恵器〉 郭蓋は、天丼部の膨らみが少なくなり、ヘラ削りの範囲も天丼部の%に なる。天丼

部と日縁部の境界は、単に凹線を巡らすだけとなり、日縁部は内彎気味に開き、端部は単に丸 く

おさめる。罫身は、さらに矮小化 し、たち上りは内傾 して非常に小さく、受部より僅かに出る程

度となる。受部は大きく外上方に伸びる。体部は偏平で浅く、底部のヘラ削りは省略されヘラ切
イ

リ痕が残る。

これらは、陶邑T K217の 古い時期のものや、小墾田宮推定地 S D 050、 難波宮跡東地区下層竪

穴、飛鳥第 I期のものに類似 し、湖北地方横穴式石室出土須恵器編年の長浜市諸頭山 2号墳に属

する。したがって、第 Ib期 は 7世紀前半代の所産 と考えられる。

(b)第 H期

第H期 も形態の特徴から、さらに a・ bの 2小期に細分 しうる。

① 第Ha期

〈須恵器〉 郭蓋は、やや膨らみを持っ天丼部は、ヘラ削りを施 し乳首状のつまみが付 く。天丼

部と日縁部の境は僅かに凹み、口縁端菩卜の内面には大きなかえりが付き、日縁都より下に出る。

不身は、図示し得るものはなかったが、体部は内彎気味に開き、底部と体部の境界は九味を持ち

底部は膨らみ不安定である。

これは、陶邑T K217型式や飛鳥第H期の特徴を示し、陶邑編年Ⅲ型式第 I段階ものに類似す
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る。このことから粕原遺跡第Ha期 は、 7世紀中葉に比定できる。

②第Hb期

〈須恵器〉 琢蓋は、第Ha期のものに比べ天丼部が偏平 となり、つまみも偏平になる。天丼部

から口縁部に緩やかに伸び、日縁端部内面のかえりは、断面三角形で小さい。罫身は、体部は直

線的に開きやや深目で、日縁端部は外反して丸 くおさめる。底部と体部の境界は九味をもち、底

都は膨らみ不安定である。

(土師器〉 魂は、体部が直線的に伸び深日で、径高指数 (器高/口径×100)が 40,1と なる開き

の少ないものである。日縁端部は内方に折 り返し、底部はヘラ削りを施 し体部内面には密に暗紋

を施 している。

これらは、陶邑T K48型式や飛鳥第Ⅲ期・湖西線関係VD区大濤のものに類似 した特徴を示 し

ており、 7世紀後半代に比定できよう。

(c)第 Ⅲ 期

〈須恵器〉 郭蓋は、膨らみのある天丼部の中央に、やや中高で付け根がくびれるつまみが付 く。

天丼部はヘラ切 り後ヘラ削りを施す。天丼部から口縁部に緩やかに伸び、端部は下方に短 く屈曲

し断面三角形を呈す。必身には、高台のあるものとないものがある。高台のないものは、体部は

直線乃至内彎気味に開き、日縁端部は外反する。体部 と底部の境はやや丸味を残 し、底部や僅か

に膨らむ。高台を持つものは、体部は直線的に開きやや浅い。底部と体部の境は丸味があって、

高台は大きく外方にふんばり、底部内寄 りに付 く。短頸壺は、偏球体の体部で肩の張りは少なく、

日縁部は短 く開く。底部はヘラ切 り後ナデ調整。

〈土師器〉 甕は、日縁部が「く」字形に短 く外反し端部は丸 くおさめる。小型の甕で、体部は

球体に近 く、内外面共に刷毛目調整。他に長胴の大型甕 もある。筑には、大小がある。小型筑は

体部が内鸞して開き口縁部は位かに外反する。内面には二段に放射状の暗紋を密に施す。大型魂

は、体部が直線的に開き、端部は内側がやや凹む。径高指数22.8で ある。底部はヘラ削 りを施 し、

内面には暗紋は見られない。やや高 く外方にふんばる高台の付 くものもある。

これらは、陶邑M T21型 式や飛鳥第V期 。平城宮跡 S D190oo S D 485。 陶邑編年Ⅳ型式第 1

段階・藤原宮Haに該当する。したがって、粕原遺跡第Ⅲ期は、 8世紀前半代に比定 しうる。

(dl第 Ⅳ 期

〈須恵器〉 琢蓋、天丼部はやや膨らみ、偏平なつまみが付 く。天丼部はヘラ削りを施すものも

見られるが、大半はヘラ切 り痕 をヨヨナデで消す程度である。天丼部と口縁部の境界はやや屈曲

して段を成し、日縁部は下方に短 く屈曲して断面三角形を呈す。lTh身 、高台を持たないものは、

体都が直線的に開き端部は単に丸 くおさめるだけである。底部 と体部の境は屈曲して稜をなし、

底部は平らで安定的。高台を持つものは、大小の二類がある。小型のものは、高台のない郭身に

―-26-―



やや低 く外方にふんばる高台を付けたものである。大型品は、休部は直線的に開いて深 く、日縁

部は尖 り気味に外反する。高台はやや低 く断面逆台形でふんばる。

(土師器〉 甕は、日縁部が中位で屈曲する所言胃「受日状」を呈する長胴甕で、口縁端部は水平

に面を取る。体部外面は刷毛目調整。これらは、平城宮跡 S K820。 S K219。 陶邑編年Ⅳ型式第

2段階に近似 している。柏原遺跡第Ⅳ期は、このことから8世紀後半代を中心とした時期 となる。

(e)第 V期

〈須恵器〉 不蓋は、第Ⅳ期のものに比べ、天丼部の膨らみがさらになくなり、偏平なものとな

ってしまい、天丼部 と口縁部の境界の屈曲はさらに強 くなり、「 S」 字状に近 く口縁端部は下方

に突出する。天丼部のつまみは、付け根のくびれが小さくなる。罫身は、高台を持つものと、持

たないものが見られ、高台を持たないものは、内彎乃至外彎して開 く浅い体部で、日縁部は単に

丸 くおさめ、底部と休部は屈曲して稜をなす。底部は平らで、ヘラ切 り痕を残す。高台のあるも

のは、それに、断面方形又は逆台形の低い高台を体部直下に垂直に付けたものである。皿は、外

傾度の大きく、短い体部を持つもので、休部 と底部の境界は屈曲して明瞭な稜をつくる。

(土師器〉 婉は、径高指数23.1と なる浅 く大きく開いた婉で、体部と底部の境界は識別不能 と

なる。日縁端部は僅かに内側に折 り曲げる。体部外面に指頭圧痕を遺 し、内面には全く暗紋を施さ

ない粗雑な作 りである。甕は小型品で、日縁部は僅かに「受口状」となって、端部は内傾 した面

を取る。体部は縦長の球体で、体部外面は刷毛目調整し、底部は内外面共に、指頭圧痕を残す。

(灰釉陶器〉 この第V期が、現在のところ灰釉陶器の当地方の初見期である。器種は長頸壺だ

けに限られる。長頸壺は、やや太 く比較的短い頸部に、外反し上下につまみ出して外周に面を取

る日縁部が付 く。体部は肩部があまり張らず丸味を持っている。

これらは、陶邑TK7型 式や平城宮跡 S D 650。 長岡京跡 S D51や陶邑編年のⅣ型式第 3段階

に類似 した特徴を見い出せる。また灰釉陶器の長頸壺は、猿投古窯跡群鳴海32号窯式のものに類

似 している。したがって柏原第V期 は、 9世紀の時代を与えることができる。

(f)第 Ⅵ 期

〈須恵器〉 lTh蓋は、天丼部は更に偏平化 し、ほとんど水平に近 くなる。つまみは円筒状 と化 し、

付け根のくびれはない。天丼部 と口縁部の境界の屈曲は緩 くなり、日縁端部を丸 く肥厚させるだ

けとなる。罫身は、僅かに内彎気味となる休部で、日縁端部は単に丸 くおさめ、高台は非常に低

く断面逆台形で体部直下に付 く。須恵器類は、概 して焼成や胎土・調整は悪 く、色調や焼成が土

師器に近いものが大半である。

(土師器〉 甕は、日縁部が「く」字形に屈曲して開き、

で、器表は手づくねの痕を残す。器厚は薄 く、粗雑な作り

成が良好なのが特徴である。

端部は僅かに肥厚する。体部は半球体

で、胎土は精良で雲母を多く含み、焼
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〈黒色土器〉 筑のみに限られる。体部は内鸞 して開き、日縁端部は上方につまみ上げるものと、

単に丸 くおさめるものがある。高台は低 く、断面逆三角形である。体部内面には、暗紋が密に入

るものと、全 くないものがある。

(灰釉陶器〉 筑は、内鸞 して浅 く開き、口縁端部は僅かに外反し丸 くおさめる。体部 と底部の

境に、低 く丸味を帯びた断面長方形の高台が付き、やや内鸞気味にお、んばる。皿は、内鸞 してや

や深目であり、端部はやや外反し丸 くおさめている。高台は、断面逆三角形乃至長方形で、僅か

にふんばる。灰釉陶器の底部は、回転糸切 りでヨコナデで消すものもある。

これらの内、須恵器は陶邑編年Ⅳ期第 4段階のものに類似する。黒色土器は平安京跡内裏内郭

廻廊跡出上のものに近似する。灰釉陶器は、特有の陰刻花鳥紋が見られず、その盛行期以降のも

のと思われ、本格的に湖北地方に流通 し始めた時期の猿投古窯跡群黒笹14号窯式～折戸53号窯式

のものであろう。したがって、柏原遺跡第Ⅵ期は10世糸己代 とすることが可能と思われる。

以上のように、粕原遺跡出上の上器は6世紀末～10世紀代のもので、それを大きく8期 に区分

することができた。

ハ .遺構の分布

前項で、遺物 を第 Ia期 から第Ⅵ期の 8期 に区分 し得た。そして、この区分は遺構の項でその

時期 を求めたものがいずれかに含まれるわけだが、ここで、各期の遺構 をまとめ、その分布及び

遺構の変遷 を概観 してお く。

第 I att  P 106

第 I btt  T2下 ,T9,BP4,P51

第H att  PN 320,PN336

第H btt  T5,P181

第Ⅲ期   Tl,T2上 ,T7,BP6,P■ 7,P147,P351

第Ⅳ期    TS, T4,BP2, P107, P317, P350, P353

第V tt   T6,T8,M2,M3,P53,P56,P131,P152,P156,P380

第Ⅵ期    H,H2,BPl,BP9,P01,P57,P75,P94,P229,P305,P364

遺構は小 ピットも含めて、各時期に分布するが、住居跡については、調査範囲内に限ってであ

るが,第 Ib期 (7世紀前半)以降に出現する。そして竪穴式住居跡については、第V期 の 9世

紀まで残 る。また、いずれもカマ ドが伴 う。構造的には、主柱穴が第 Ib期の 2基、第Ⅲ期の 1

基、第Ⅳ期の 2基 、第V期の 2基 に見られ_、 第Hb期 の 1基、第Ⅲ期の 2基にはない。掘立柱建

物跡については、明確 に竪穴式住居跡に伴 うものがな く、10世紀代の第Ⅵ期以降に出現 している。
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その他、第 Ib期、

出上 した上拡があり、

Ⅵ期には、井戸跡があ

第Ⅲ期、第Ⅳ期に完形品あるいは人為的に破砕 したような状況で土器類が

土戒墓あるいは祭所E関係のものかと考えられるものが見られる。また、第

り、第V期以前に明確な丼戸跡がなく、顕著な相違 といえる。

PLAN4 竪穴住式居跡、掘立柱建物主軸方向図
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第4章 と

以下に箇条書きしてまとめにかえたい。

o6世紀末から10世紀代にかけての集落跡である。

O竪穴式住居跡が 9世糸己まで残 り、掘立柱建物への移行が畿内地方の集落跡に比べ遅い。

o竪穴式住居跡にはいずれも造 り付けのカマ ドが付 くとともに、柱穴や周濤を持たないものが多

い。その反面、主柱穴 4基の他に、住居跡の外周に12本の支柱を持つ特異な構造のものが 1基

であるのが見られる。

○土城の中に、埋葬用あるいは祭所E用 から考えられるものがあり、集落内での埋葬・祭所Eの形態

の一端が知れる。

○遺物の面では、長胴甕の存在 とは逆に、瓶の存在 しない点が注意される。

OⅥ期に特に汁器類について灰釉陶器が須恵器にとって替る傾向にある。

02点 ではあるが、鉄斧、鉄鎌が出土しており、住居形態の変化 とは逆に、鉄製品の普及の早さ

がしのイゴれる。

お わ り に
限定 された範囲での調査 ではあるが、竪穴式住居跡か ら掘立柱建物への移行 、鉄製品の普及、

瓶 の出土 しない点、灰釉陶器の普及等、生活様式の上 で興味ある問題 を持 ち、住居跡 について も、

主柱穴の存在 しないものが多 く、 また12本 の支柱穴のある特異な住居跡が見 られる等、構造的 に

も多 くの問題 を含む遺跡 であ り、 この頃の集落跡の調査例 の僅少な現状 で、貴重 な資料 を提供 し

て くれているもの と考 えている。

誰

① F角川、日本地名大辞典25 滋賀県』 (角川書店、昭和54年 )

② F滋賀県遺跡目録』 (滋賀県教育委員会、昭和40年)以下、特に参考文献を提示しない遺跡は、これによった。

③小江慶雄
F琵琶湖水底の謎」 (講談社現代新書 404、 講談社、昭和50年 )

④昭和54年 に、圃場整備事業に関連して発掘調査が実施された。

⑤田中勝弘「湖北町大安寺遺跡」(Fほ場整備関係遺跡発掘調査報告書Ⅲ―Ⅱ割 滋賀県教育委員会、昭和51年 )

⑥本報告と同じ国道 365号線バイパスに関連して、現在発掘調査中の高月町井日遺跡から、竪穴住居跡や土躾に伴

って若千出土している。

①北陸自動車道に関連して、昭和52年から発掘調査が続けられている。

③北陸自動車道に関連して、昭和51年に発掘調査が実施された。

③⑩北陸自動車道に関連して、昭和52～ 53年に発掘調査が実施された。

①田中勝弘「高月町保延寺大海道遺跡」(Fほ場整備関係遺跡発掘調査報告書Ⅲ― I』 滋賀県教育委員会 昭和51年 )
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②田中勝弘「高月町円通寺遺跡」 (『ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書Ⅲ―Ⅱ』 滋賀県教育委員会 昭和51年 )
⑬谷日義介、別所健二ほか「丁野遺跡」(F北陸自動車道関連遺跡発掘調査報告書Ⅱ」 滋賀県教育委員会 昭和51年 )

⑭昭和54年 に圃場整備事業に関連して、発掘調査が実施され、方形周溝墓 2基と集落跡の一端が明らかになった。

⑮昭和54年に、圃場整備事業に関連 して発掘調査が実施された。

①田中勝弘「伊香郡高月町古保利古墳群調査報告」(F昭和48年度滋賀県文化財調査年報』 滋賀県教育委員会 昭
和50年 )

⑦昭和53年に発掘調査が実施され、後漢時代初期のものと見られる「唐草紋縁細線式獣帯鏡」 1面をはじめ、鉄槍

や土器が粘土榔から発見された。

①北陸自動車道に関連 して、昭和53年に発掘調査が実施された。

①北陸自動車道に関連して、昭和52年に墳丘測量及び周濠推定部分の発掘を行った結果、従来、前方後円墳といわ       J
れていたが、円墳である可能性も出て来た。

⑩中谷雅治
F滋
賀県湖北町今西遺跡発掘調査報告書」 (湖北町教育委員会、昭和49年)                   1

②丸山竜平「高月町保延寺大海道遺跡調査報告」(Fほ場整備事業関係遺跡調査報告Ⅱ画 滋賀県教育委員会 昭和
504F)

②圃場整備事業に関連 して、昭和54年に発掘調査が実施され、供献土器を伴う多数の上壊墓を検出した。

④田中勝弘「びわ町難波遺跡」 (『ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書Ⅲ―Ⅱ劃 滋賀県教育委員会 昭和51年 )
②田中勝弘「上ノ山古墳群」(F北陸自動車道関連遺跡発掘調査報告書Ⅲ割 滋賀県教育委員会 昭和51年 )
⑮丸山竜平「高月町馬場末古墳群調査報告」(Fほ場整備事業関係遺跡調査報告Ⅱ」 滋賀県教育委員会、昭和50年 )
⑮鬼柳彰「四郷崎古墳」(『北陸自動車道関連遺跡発掘調査報告書Ⅱ劃 滋賀県教育委員会 昭和51年 )
⑮圃場整備事業に関連して、昭和53年に発掘調査が実施された。

④条里遺構の復元は、『角川、日本地名大辞典25 滋賀県」の「資料編、滋賀県条里遺構分布図」によった。

⑩竹内理三編『荘園分布図、上巻」 (吉川弘文館、昭和50年 )

⑩田辺昭三『陶邑古窯址群 I』 (平安学園考古学クラブ 昭和41年 )
①「平城京左京一条三坊の調査」(F平城宮発掘調査報告Ⅳ』 奈良国立文化財研究所 昭和49年 )
⑫
F飛
鳥 。藤原宮発掘調査報告 I」 (奈良国立文化財研究所学報第27冊、奈良国立文化財研究所、昭和51年 )

〇中尾芳治「難波宮告営の遺跡の調査報告」(F難波宮址の研究』 研究予察報告第五第二部、難波宮址顕彰会、昭
和49年 )

①
F藤
原宮』 (奈良県史跡名勝天然記念物調査報告書第25冊、奈良県教育委員会、昭和44年 )

〇『平城宮発掘調査報告Ⅱコ (奈良国立文化財研究所学報第15冊、奈良国立文化財研究所、昭和37年)            。

⑬『飛鳥 。藤原宮発掘調査報告Ⅱ」 (奈良国立文化財研究所学報第31冊、奈良国立文化財研究所、昭和53年 )

⑭田辺昭三ほか『湖西繰関係遺跡発掘調査報告書』 (滋賀県教育委員会、昭和48年 )

①
F平
城宮発掘調査報告Ⅵコ (奈良国立文化財研究所 昭和46年 )

⑩徳丸始郎ほか「長岡京跡左京三条二坊第 2次発掘調査概要」
F埋
蔵文化財発掘調査概報」 (京都府教育委員会、

昭和51年 )

⑩楢崎彰一
F三
彩・緑釉・灰釉コ (陶磁大系 5、 平凡社、昭和48年 )

⑪伊東照雄、甲元真之、金関恕ほか『秋根遺跡』 (下関市教育委員会、昭和52年 )

⑫土器が人為的に破砕され、さらに埋納されたという確証を得るのは困難である。 しかし、接合復元の結果、一個

体となり、他の遺物の混入がないことや、出土状況、さらに土装の形状から推定 した。

④中村浩ほか
F陶
邑 Iコ (大阪府文化財調査報告書第28輯、大阪文化財センター、昭和51年 )

④田中勝弘「湖北地方の後期古墳の編年」 (『近江地方史研究倒第 3号、昭和51年 )
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、
外
弯
気
味
の
も
の
40
1と
、
内
弯
す
る
も
の

10
が
あ
る
。
全
体
的
に
浅
い
。

O底
部
と
体
部
の
境
界
は
屈
曲
す
る
も
の
の
稜
は
鈍

い
。

。
口
縁
部
・
体
部
内
外
面
は
ヨ
コ

ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
、
仕
上
げ

ナ
デ
調
整
。

小
石
・
砂

粒
を
多
く

含
む

良
好
で
堅

級

灰
  
色

t

淡
灰
色

tO
lは 器
径
16
.6
切

器
高
 3
7c
12

11
11
t意 器
径
18
0伽



Ｉ Ｉ ω ０ １ １

種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nt
l
撚 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

。
高
台
は
や
や
大
き
く
、
外
方
に
ふ
ん
ば
り
、
断
面

逆
台
形
tO
lと
逆
三
角
形
仕
〕
が
見
ら
れ
る
。

器
高
 4
1伽

摺
 
鉢

。
□
縁
部
は
直
線
的
に
開
き
、
端
部
は
水
平
に
面
を

取
る
。

。
器
壁
は
厚
手
で
あ
る
。

O回
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

小
石
・
砂

粒
を
多
く

合
む
。

良
好
で
堅

緻

暗
灰
色

質
7

O口
縁
部
は
比
較
的
短
く
、
外
弯
気
味
に
開
き
、
端

部
は
水
平
に
面
を
取
っ
て
い
る
。

。
口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

緻

灰
  
色

甕
。
直
線
的
に
大
き
く
開
き
、
回
縁
部
で
や
や
直
立
し
、

端
部
は
肥
厚
し
、
内
傾
す
る
面
を
作
る
。

。
□
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
し
、
外
面

下
部
は
カ
キ
ロ
を
施
す
。

精
  
良
良
く
硬
質
暗
灰
色

釉 器

灰 陶

長
頸
壷

。
口
縁
部
は
大
き
く
外
反
し
て
開
き
、
端
部
は
上
下

t司
巴
厚
し
、
外
側
に
面
を
作
る
。

O頸
部
は
や
や
太
く
短
い
。

O体
部
は
丸
味
を
も
っ
て
肩
部
は
張
ら
な
い
。

O比
較
的
大
き
な
高
台
が
付
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

。
□
縁
部
、
体
部
内
面
は
ヨ
コ
ナ

ア
。

O体
部
外
面
は
ヘ
ラ
削
り
調
整
。

精
 
良
良
好
で
堅

緻

白
灰
色

。
灰
釉
陶
器
で
も
初
期

の
も
の
か
と
思
わ
れ

る
。

土
師
器
然

7
16 17

。
12
～
1 
3 
cl
Bの
小
型
の
も
の
で
あ
る
。

O体
部
は
浅
く
、
内
弯
し
て
開
き
、
端
部
で
僅
か
に

外
反
し
、
内
側
に
稜
線
を
と
る
。

O底
部
と
体
部
の
境
界
は
丸
く
屈
曲
し
な
い
。

O口
縁
部
。
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

。
内
面
に
は
暗
紋
が
密
に
施
さ
れ

三
段
に
施
す
も
の
CO
と
一
段
の

も
の
Cη
が
あ
る
。

精
  
良
良
く
硬
質
淡
赤
灰
色

。
体
部
は
や
や
浅
く
、
内
弯
し
て
開
く
。

。
底
部
と
体
部
の
境
界
は
丸
味
を
も
っ
て
屈
曲
せ
ず
、

高
台
は
や
や
大
き
く
、
断
面
長
方
形
を
呈
し
、
外

方
に
ふ
ん
ば
る
。

O口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

。
暗
紋
は
見
ら
れ
な
い
。

精
 
良
悪
く
軟
質
赤
褐
色

弩
。
小
型
の
甕
で
、
口
縁
部
は
非
常
に
短
く
外
反
し
、

端
部
は
水
平
に
面
を
取
る
。

O体
部
は
、
や
や
膨
ら
み
球
体
に
近
い
。

。
□
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O体
部
内
外
面
は
刷
毛
目
調
整
し
、

頸
部
内
側
は
指
頭
で
お
さ
え
て

い
る
。

砂
粒
を
多

く
含
む

良
く
硬
質
淡
褐
灰
色



種
類
器
種
PL
AN
NQ
齢 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

旦 皇
備

考

。
大
形
の
甕
で
、
口
縁
部
は
「
く
」
字
形
に
屈
曲
し
、

中
位
で
上
方
に
内
弯
さ
せ
、
受
口
状
と
し
た
も
の

で
、
端
部
は
外
方
に
僅
か
に
肥
厚
し
て
い
る
。

。
体
部
は
膨
ら
み
が
見
ら
れ
る
。

O口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O体
部
は
刷
毛
目
調
整
。

砂
粒
を
多

く
含
む

悪
く
軟
質
淡
黄
灰
色

Ｉ Ｉ ∞ ω Ｉ Ｉ

第
2住
居
跡
(T
2)
下
層

種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nt
x
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
 
調
法

量
備

考

須
恵
器
杯
 
蓋

1
。
内
面
に
大
き
な
か
え
り
を
持
つ
タ
イ
プ
の
も
の
で
、

天
丼
部
の
中
央
部
に
乳
頭
状
の
つ
ま
み
が
付
く
。

小
石
・
砂

粒
を
多
く

含
む

良
く
硬
質
灰
 
色

2 3

O天
丼
部
は
や
や
偏
平
で
膨
み
が
な
い
。

。
天
丼
部
と
口
縁
部
の
境
界
は
、
や
や
屈
曲
し
鈍
い

稜
線
を
取
る
だ
け
で
あ
る
。

。
口
縁
部
は
外
傾
気
味
に
立
ち
、
端
部
は
丸
く
お
さ

め
る
。

。
□
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
少

し
合
む

良
く
硬
質
灰
 
色

ぞ

淡
灰
色

郭
 
身

4 t 6

。
た
ち
あ
が
り
は
非
常
に
小
さ
く
内
傾
し
て
、
端
部
は

尖
り
、
受
部
よ
り
僅
か
に
出
る
程
度
で
あ
る
。

。
受
部
は
外
上
方
に
伸
び
、
受
部
上
面
に
ヘ
ラ
に
よ

る
1条
の
凹
線
を
施
す
も
の
(5
)も
見
う
け
ら
れ
る
。

。
体
部
は
内
弯
し
、
偏
平
で
浅
い
。

。
□
縁
部
・
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
砂
粒
を
少

し
合
む

良
く
硬
質

t

良
好
で
堅

緻

淡
灰
色

7 8

。
た
ち
あ
が
り
は
小
さ
く
内
傾
し
て
、
矮
少
化
し
て

全
体
的
に
偏
平
で
あ
る
。

。
口
縁
端
部
は
た
だ
単
に
丸
く
お
さ
め
る
。

O受
部
は
外
上
方
に
伸
び
丸
く
お
さ
め
て
い
る
。

O体
部
は
内
弯
し
て
浅
い
。

。
日
縁
部
。
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
仕
上
げ
ナ

デ
を
施
す
。

砂
粒
を
多

く
含
む

良
く
硬
質
灰
 
色

t

暗
灰
色

(3
)|
よ □
径
9_
7釦

器
高
3.
4伽



Ｉ Ｉ ω 噛 Ｉ Ｉ

種
類
器
 
種
PL
AN
Nt
x
鍔 ｍ

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

臨
6

9
。
国
縁
部
と
頸
部
の
境
界
は
屈
曲
し
て
段
を
な
し
、

外
面
に
二
条
の
凹
線
を
巡
す
。

O口
縁
部
は
大
き
く
開
き
、
端
部
は
丸
く
お
さ
め
、

さ
ら
に
外
面
に
一
条
の
凹
線
を
巡
す
。

O頸
部
は
や
や
長
く
細
く
、
体
部
は
小
さ
く
球
体
に

近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

。
口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
含
む

良
く
硬
質
淡
灰
色

□
縁
部
内
面
に
自
然
釉

が
付
着
し
て
い
る
。

望
6

。
短
か
く
、
外
弯
気
味
に
開
い
た
日
縁
部
で
、
端
部

は
肥
厚
さ
せ
上
方
に
短
く
つ
ま
み
上
げ
る
。

。
口
縁
部
は
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

精
  
良
良
好
で
堅

級

白
灰
色

土
師
器
甕

。
小
形
の
甕
で
、
口
縁
部
は
単
に
「
く
」
字
形
に
短

く
開
き
、
端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
。

。
□
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O体
部
外
面
は
刷
毛
目
調
整
し
、

内
面
は
ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
含
む

悪
く
軟
質
暗
黄
褐
色

。
□
縁
部
は
「
く
」
字
形
に
屈
曲
し
、
中
位
で
上
方

に
内
弯
す
る
所
謂
「
受
口
状
」
を
呈
す
る
も
の
で

端
部
は
や
や
外
方
に
肥
厚
し
て
突
出
し
、
上
面
は

水
平
に
面
を
取
る
。

。
体
部
は
、
あ
ま
り
膨
ら
ま
な
い
。

。
□
縁
部
は
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

。
体
部
は
内
外
面
共
に
刷
毛
目
調

整
。

砂
粒
を
多

く
合
む

悪
く
軟
質
淡
黄
灰
色

13 14

O口
縁
部
は
「
く
」
字
形
に
大
き
く
外
弯
し
て
開
き

端
部
を
僅
か
に
上
方
に
つ
ま
み
上
げ
、
断
面
三
角

形
に
す
る
も
の
10
も
あ
る
。

。
口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

。
体
部
は
内
外
面
共
に
刷
毛
目
調

整
。

砂
粒
を
多

く
含
む

悪
く
軟
質
淡
黄
褐
色

t

淡
黄
灰
色

鍋
。
国
縁
部
の
形
態
は
側
に
近
い
。

O体
部
は
頸
部
か
ら
急
に
す
ぼ
ま
る
。

。
口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
合
む

悪
く
軟
質
淡
黄
灰
色



第
3住
居
跡
(T
3)

種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nd
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
杯
 
蓋
8

1 2

。
天
丼
部
は
や
や
偏
平
で
低
い
。

O天
丼
部
と
口
縁
部
の
境
界
は
僅
か
に
屈
曲
し
て
段

を
な
す
。

O口
縁
端
部
は
、
下
方
に
短
く
突
出
し
、
断
面
三
角

形
を
呈
す
。

O天
丼
部
は
ヘ
ラ
削
り
。

。
口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
含
む

良
好
で
堅

緻

暗
灰
色

杯
 
身
8

。
大
形
の
郭
身
で
、
口
縁
端
部
は
や
や
尖
り
気
味
に

外
反
す
る
。

。
体
部
は
直
線
的
に
開
き
深
い
。

。
体
部
と
底
部
の
境
界
は
屈
曲
し
、
稜
を
な
す
。

O口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
砂
粒
を
多

く
含
む

良
好
で
堅

緻

灰
  
色

Ｉ Ｉ ∞ ∞ ― ―

第
5住
居
跡
(T
5)

種
 
類
器
 
種
PL
AN Na
器 ｈ

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
  
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
杯
 
蓋

1
。
天
丼
部
は
偏
平
で
低
く
、
中
央
に
や
や
高
い
つ
ま

み
が
付
く
で
あ
ろ
う
。

O天
丼
部
か
ら
口
縁
部
に
緩
や
か
に
伸
び
、
口
縁
端

部
は
た
だ
単
に
丸
く
お
さ
め
る
。

O口
縁
部
の
内
面
に
、
非
常
に
小
さ
い
内
面
の
か
え

り
が
見
ら
れ
、
断
面
形
は
逆
三
角
形
を
呈
し
て
い

る
。

。
天
丼
部
全
体
は
丁
寧
に
ヘ
ラ
削

り
が
施
こ
さ
れ
て
い
る
。

O□
縁
部
、
天
丼
部
内
面
は
ヨ
コ

ナ
デ
。

砂
粒
。
刀ヽ

石
を
多
く

合
む
。

良
好
で
堅

緻

灰
  
色

土
師
器
邦

2
。
□
縁
端
部
は
肥
厚
し
、
内
方
に
折
り
屈
げ
上
端
は

水
平
に
面
を
取
る
。

。
体
部
は
直
線
的
に
開
い
て
深
く
、
底
部
と
休
部
の

境
界
は
丸
く
稜
線
は
取
ら
な
い
。

。
底
部
は
平
ら
で
あ
る
。

。
口
縁
部
、
体
部
内
面
は
ヨ
コ
ナ

デ
し
そ
の
後
に
密
に
暗
紋
を
た

し
て
い
る
。

。
体
部
外
面
は
、
手
づ
く
ね
の
後

ヨ
コ
ナ
デ
を
加
え
て
い
る
が
不

十
分
で
あ
る
。

o底
部
は
ヘ
ラ
に
よ
っ
て
不
定
方

向
に
削
っ
て
い
る
。

精
 
良
良
く
硬
質
淡
赤
褐
色
□
径
17
5働

器
高
 6
.1
釦



Ｉ Ｉ ∞ Ｏ ｌ ｌ

第
6住
居
跡
(T
6)

種
 
類
器
種
PL
AN
No
燃 血

形
能 い

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
雰
 
身

1
。
口
縁
部
は
単
に
丸
く
お
さ
め
て
い
る
。

。
体
部
は
直
線
的
に
大
き
く
開
き
、
浅
い
。

。
底
部
と
体
部
の
境
界
は
屈
曲
し
て
稜
線
を
見
せ
る
。

O底
部
は
や
や
丸
味
を
持
っ
て
い
る
。

。
□
縁
部
。
体
部
は
内
外
面
共
に

ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
に
仕
上
げ

ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
合
む

悪
く
軟
質
淡
灰
色
口
径
15
,4
切

器
高
 3
.3
働

望
2
。
高
台
は
体
部
直
下
に
付
き
、
高
台
は
細
く
弱
弱
じ

い
感
じ
を
う
け
、
外
方
に
や
や
ふ
ん
ば
る
。

。
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

緻

灰
  
色

土
師
器
甕

3
。
小
形
の
甕
で
、
口
縁
部
は
「
く
」
字
形
に
開
き
、

中
位
で
内
弯
し
所
謂
「
受
口
状
」
に
近
い
。

。
口
縁
端
部
は
内
傾
す
る
面
を
持
つ
。

O球
体
に
近
い
体
部
を
も
ち
、
や
や
屈
曲
し
て
底
部

に
続
く
。

。
日
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O休
部
外
面
は
刷
毛
目
調
整
し
、

内
面
は
ナ
デ
。

。
底
部
は
内
外
面
共
に
指
頭
に
よ

る
お
さ
え
が
残
る
。

砂
粒
を
多

く
合
む

悪
く
軟
質
淡
黄
灰
色
口
径
12
6伽

器
高
11
6師

4
。
大
形
の
甕
で
、
口
縁
部
は
単
に
「
く
」
字
形
に
開

く
だ
け
で
あ
る
。

。
□
縁
端
部
は
外
側
に
や
や
面
を
な
す
。

O体
部
は
膨
ら
み
が
少
な
い
。

。
□
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

。
体
部
外
面
は
刷
毛
目
調
整
。

小
石
・
砂

粒
・
雲
母

を
多
く
合

む

悪
く
軟
質
淡
黄
灰
色

鍋
5
。
口
縁
部
は
大
き
く
外
反
し
、
水
平
に
近
く
な
る
。

口
縁
端
部
は
外
側
に
面
を
持
つ
。

O体
部
は
サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
状
に
丸
味
を
持
っ
て
す
ば

ま
る
。

O口
縁
部
は
外
面
が
ヨ
コ
ナ
デ
し

内
面
は
刷
毛
目
調
整
を
行
う
。

。
体
部
は
内
外
面
共
に
刷
毛
目
調

整
。

砂
粒
を
多

く
含
む

良
く
硬
質
淡
黄
灰
色

第
7住
居
跡
(T
7)

種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nt
x
齢 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
芥
 
身

1
。
□
縁
部
は
、
僅
か
に
肥
厚
し
外
反
す
る
。

。
□
縁
部
、
体
部
内
外
面
は
ヨ
コ

ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
含
む
良
く
硬
質
淡
灰
色
口
径
11
.8
釦

器
高
 3
.5
勤



Ｉ Ｉ 卜 Ｏ Ｉ Ｉ

種
類
器
 
種
PL
AN
Nt
x
齢 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

O体
部
は
や
や
内
弯
し
て
開
き
浅
い
。

。
体
部
と
底
部
の
境
界
は
や
や
屈
曲
し
稜
を
な
す
。

。
底
部
は
水
平
に
近
い
。

。
底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
に
仕
上
げ

ナ
デ
。

2
O回
縁
端
部
は
や
や
尖
り
、
体
部
は
直
線
的
に
開
く
。
。
□
縁
部
、
体
部
内
外
面
は
共
に

ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
少

し
合
む

悪
く
軟
質
灰
  
色

土
師
器

皿
3
。
□
縁
端
部
内
側
に
一
条
の
凹
線
が
巡
る
。

O体
部
は
浅
く
、
内
弯
気
味
に
直
立
に
近
く
立
つ
。

。
体
部
と
底
部
の
境
界
は
届
曲
す
る
も
の
の
稜
は
と

ら
な
い
。

。
□
縁
部
、
体
部
内
外
面
は
ヨ
コ

ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
合
む

悪
く
軟
質
淡
黄
灰
色

甕
4
。
小
形
の
甕
で
、
口
縁
部
は
直
立
し
た
後
大
き
く
外

反
し
、
端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
。

。
体
部
は
膨
ら
み
、
球
体
に
近
い
も
の
か
と
思
わ
れ

る
。

。
口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

。
休
部
は
内
外
面
共
に
刷
毛
目
調

整
。

砂
粒
を
多

く
合
む

良
く
硬
質
外
面
は

黒
灰
色

5
。
大
形
の
甕
で
あ
る
。

。
□
縁
部
は
大
き
く
外
反
し
、
端
部
は
肥
厚
し
て
下

方
に
突
出
し
外
側
に
面
を
作
る
。

。
体
部
は
膨
ら
み
が
少
な
く
、
長
胴
で
あ
る
。

O回
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O体
部
の
外
面
は
刷
毛
目
調
整
。

砂
粒
を
多

く
含
む

悪
く
軟
質
淡
黄
灰
色

第
8住
居
跡
(T
8)

種
 
類
器
 
種
PL
AN
血
鍔 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
 
調
法

量
備

考

須
恵
器
郭
 
蓋

1
。
天
丼
部
は
非
常
に
偏
平
で
、
膨
ら
み
が
な
い
。

。
天
丼
部
と
口
縁
部
を
分
け
る
稜
線
は
全
く
見
ら
れ

な
い
。

。
口
縁
部
は
や
や
内
弯
し
、
外
下
方
に
伸
び
、
端
部

は
や
や
尖
る
。

。
□
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
含
む

良
好
で
堅

緻

暗
灰
色

古
墳
時
代
の
も
の
で
、

他
の
遺
物
と
明
ら
か
に

異
り
混
入
品
と
思
わ
れ

る
。



種
類
器
 
種
PL
AN
No
土
器 NQ

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

杯
 
身

2
。
□
縁
部
は
内
反
し
、
直
立
気
味
に
丸
く
お
さ
め
る
。

O体
部
は
直
線
的
に
開
き
、
深
い
。

。
底
部
と
体
部
の
境
界
は
丸
味
を
帯
び
、
稜
は
取
ら

な
い
。

。
口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

。
底
部
は
ヘ
ラ
削
り
を
施
す
。

細
砂
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

級

淡
灰
色

3
。
体
部
直
下
に
高
台
が
付
き
、
高
台
は
小
さ
く
断
面

方
形
で
垂
直
に
立
つ
。

。
体
部
は
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
ヨ
コ
ナ
デ

(

砂
粒
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

級

灰
  
色

土
師
器
杯

4
。
日
縁
部
は
丸
く
お
さ
め
、
端
部
内
側
に
一
条
の
凹

線
を
巡
す
。

O体
部
は
内
弯
し
て
開
く
が
、
大
き
く
開
い
て
浅
い
。

。
底
部
と
体
部
の
境
界
は
丸
味
を
も
つ
。

。
口
縁
部
、
体
部
内
面
は
ヨ
コ
ナ

デ
で
、
暗
紋
は
見
ら
れ
な
い
。

O体
部
外
面
は
手
づ
く
ね
の
上
か

ら
ヨ
コ
ナ
デ
を
加
え
る
が
十
分

で
は
な
い
。

精
  
良
悪
く
軟
質
淡
黄
褐
色

ｌ ｌ ヽ Ｐ Ｉ Ｉ

第
9住
居
跡
(T
9)

種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nt
x

土
器
Nt
l

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
  
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
郭
 
身
8

1 2

。
た
ち
あ
が
り
は
非
常
に
小
さ
く
、
内
傾
し
端
部
は

や
や
尖
り
気
味
に
終
り
、
受
部
か
ら
僅
か
に
出
る

程
度
の
も
の
(2
)も
見
ら
れ
る
。

。
体
部
は
非
常
に
浅
く
偏
平
で
あ
る
。

O口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
に
仕
上
げ

ナ
デ
調
整
。

砂
粒
を
多

く
合
む

悪
く
軟
質
淡
灰
色

(2
〉
は 器
径
11
.2
銅

器
高
 3
5働

鉄
製
品
鉄
鎌

O刃
部
は
内
弯
し
、
先
端
部
は
「
く
ち
ば
し
」
状
に

尖
る
。

O柄
取
付
部
は
後
尾
を
「
U」
字
状
に
お
り
ま
げ
柄

に
取
り
付
け
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。

全
長
12
.5
伽

幅
 2
.2
働

厚
さ
 0
.6
伽



BP
2

種
 
類
器
種
蜘 血

土
器
Nt
x

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
  
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
杯
 
蓋

1
。
天
丼
部
と
口
縁
部
の
境
界
は
、
や
や
屈
曲
し
て
稜

を
な
す
。

。
□
縁
部
は
下
方
に
僅
か
に
突
出
し
、
断
面
三
角
形

を
呈
す
る
。

。
□
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
少

し
合
む

良
く
硬
質
淡
灰
色

郭
 
身

2
。
口
縁
部
は
単
に
丸
く
お
さ
め
、
体
部
は
直
線
的
に

開
く
。

O口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
小
石
・
砂

粒
を
少
し

合
む

良
好
で
堅

緻

淡
灰
色

土
師
器
弩

O口
縁
部
は
「
く
」
字
形
に
屈
曲
し
、
中
位
で
内
弯

気
味
に
直
立
し
て
「
受
口
状
」
に
な
る
。

。
□
縁
端
部
は
内
傾
す
る
面
を
取
る
。

O体
部
は
や
や
膨
む
。

。
口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O体
部
外
面
は
刷
毛
目
調
整
し
、

内
面
は
ナ
デ
調
整
。

小
石
・
砂

粒
を
多
く

合
む

悪
く
軟
質
淡
黄
灰
色

― ― 卜 ］ Ｉ Ｉ

BP
4

種
 
類
器
 
種
PL
AN m
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
杯
 
身

1
。
天
丼
部
は
偏
平
で
膨
ら
み
が
な
い
。

O天
丼
部
と
口
縁
部
の
境
界
は
、
僅
か
に
凹
む
だ
け

で
あ
る
。

C口
縁
部
は
内
弯
し
て
開
き
、
端
部
は
内
側
に
面
を

取
り
尖
る
。

。
□
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
合
む

良
く
硬
質
淡
灰
色

釉 器

灰 陶

婉
2
O口
縁
部
は
僅
か
に
外
反
し
、
端
部
は
単
に
丸
く
お

さ
め
る
。

。
体
部
は
内
弯
し
浅
い
。

O口
縁
部
、
休
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
砂
粒
を
少

し
合
む

良
く
硬
質
淡
白
灰
色



種
 
類
器
 
種
PL
AN
Na
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

土
師
器
土
 
錘

。
円
筒
状
で
両
端
の
細
く
な
る
形
で
、
中
央
に
刀ヽ
穴

が
穿
た
れ
る
。

精
  
良
良
く
硬
質
淡
黄
褐
色

土
錘
の
出
土
量
は
多
く

な
い
。

Ｉ Ｉ 卜 ω Ｉ Ｉ

BP
5

種
 
類
器
 
種
PL
AN
No
燃 配

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
  
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
杯
 
蓋

1
O偏
平
な
蓋
で
、
天
丼
部
は
非
常
に
低
い
。

。
天
丼
部
と
回
縁
部
の
境
界
は
単
に
段
を
な
す
だ
け

で
あ
る
。

O口
縁
端
部
は
単
に
丸
く
お
さ
め
る
だ
け
で
あ
る
。

。
天
丼
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
ヨ
コ
ナ

ア
。

。
□
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
合
む

悪
く
軟
質
淡
灰
色

皿
で
あ
る
可
能
性
も
あ

る
。

郭
 
身

。
た
ち
あ
が
り
は
小
さ
く
直
立
し
、
端
部
は
尖
る
。

。
受
部
は
外
上
方
に
伸
び
丸
く
お
さ
め
る
。

O体
部
は
浅
く
偏
平
。

。
□
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
細
砂
を
多

く
合
む

良
く
硬
質
淡
灰
色

。
口
縁
部
は
や
や
尖
り
、
体
部
は
直
線
的
に
開
き
深

い
。

O口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
小
石
・
砂

粒
を
少
し

含
む

良
好
で
堅

級

淡
灰
色

BP
6

種
 
類
器
 
種
PL
AN
血
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
杯
 
身

1
。
口
縁
部
は
や
や
水
平
に
面
を
取
り
、
体
部
は
内
弯

し
て
開
く
。

。
底
部
と
体
部
の
境
界
は
屈
曲
す
る
も
の
の
丸
味
を

帯
る
。

。
口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
小
石
・
砂

粒
を
多
く

合
む

良
好
で
堅

緻

淡
灰
色



BP
8

B 
P1
0

Ｉ Ｉ 卜 ヽ １ １

種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nt
x

土
器 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
郭
 
蓋

I
。
天
丼
部
は
非
常
に
偏
平
で
低
く
、
天
丼
部
と
口
縁

部
の
境
界
は
緩
や
か
に
段
を
な
す
。

。
口
縁
端
部
は
僅
か
に
肥
厚
し
て
下
方
に
突
出
し
、

端
部
内
面
に
凹
帯
が
巡
る
。

。
国
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
合
む

悪
く
軟
質
淡
灰
色

短
頸
壷

2
。
回
縁
部
は
「
く
」
字
に
屈
曲
し
、
直
立
に
近
く
開

き
、
端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
。

O体
部
は
丸
味
を
も
ち
、
肩
部
は
張
ら
な
い
。

。
□
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
砂
粒
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

級

淡
灰
色

種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nt
I
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
外
 
身

1
。
体
部
は
直
線
的
に
開
き
、
底
部
と
体
部
の
境
界
は

屈
曲
し
て
稜
を
な
す
。

O高
台
は
小
さ
く
断
面
方
形
で
ふ
ん
t,
り
は
少
な
い
。

。
高
台
は
や
や
底
部
の
内
側
に
付
く
。

。
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
に
仕
上
げ

ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
合
む

良
く
硬
質
淡
灰
色

土
師
器

皿
。
□
縁
端
部
は
肥
厚
し
て
や
や
外
反
し
、
端
部
内
面

に
1条
の
凹
線
が
巡
る
。

。
体
部
は
短
く
、
底
部
と
体
部
の
境
界
は
丸
味
を
帯

る
。

。
口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

。
底
部
は
仕
上
げ
ナ
デ
。

雲
母
を
多

く
合
む

良
く
硬
質
淡
赤
褐
色



B 
P1
3

種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nt
x
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

且 里
備

考

須
恵
器
郭
 
蓋

1
。
天
丼
部
か
ら
□
縁
部
に
緩
や
か
に
伸
び
、
端
部
を

下
方
に
短
く
屈
曲
さ
せ
る
。

。
口
縁
部
外
面
は
凹
む
。

。
□
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

緻

淡
灰
色

釉 器

灰 陶

段
 
皿

。
口
縁
端
部
は
や
や
外
反
す
る
。

O体
部
は
内
側
で
段
を
な
す
。

O口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
精
 
良
良
好
で
堅
白
灰
色

Ｉ Ｉ 卜 ９ １ １

第
2井
戸
跡
(B
P9
)

種
 
類
器
 
種
PL
AN
No
燃 血

形
能 【

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
院
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
郭
 
蓋

l
。
天
丼
部
は
偏
平
で
、
天
丼
部
か
ら
口
縁
部
に
緩
や

か
に
伸
び
る
。

O□
縁
端
部
は
下
方
に
短
く
屈
曲
し
て
突
出
し
、
断

面
三
角
形
を
呈
す
。

。
天
丼
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
に
ヨ
コ

ナ
デ
。

O口
縁
部
。
天
丼
部
内
面
は
ヨ
コ

ナ
デ
。

小
石
・
砂

粒
を
多
く

含
む
。

良
く
硬
質
淡
灰
色

甕
口
縁
部
は
短
い
が
、
大
き
く
外
反
し
端
部
を
上
方

に
つ
ま
み
上
げ
、
断
面
三
角
形
を
呈
し
て
い
る
。

□
縁
部
に
は
全
く
装
飾
性
は
見
ら
れ
な
い
。

O口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
含
む

良
好
で
堅

級

淡
灰
色

釉 器

灰 陶

皿
。
口
縁
部
は
僅
か
に
肥
厚
し
て
外
反
す
る
。

O体
部
は
内
弯
し
て
開
き
、
皿
の
割
に
は
深
い
。

。
高
台
は
や
や
高
く
、
断
面
逆
三
角
形
を
呈
し
て
い

る
。

。
口
縁
部
、
体
部
は
内
外
面
共
に

ヨ
コ
ナ
デ
。

僅
か
に
砂

粒
を
含
む

良
好
で
堅

緻

淡
灰
色
口
径
 8
.6
伽

器
高
 3
0∽

婉
。
口
縁
部
は
僅
か
に
外
反
す
る
。

。
体
部
は
内
弯
し
て
開
き
浅
い
。

。
口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
僅
か
に
砂

粒
を
合
む

良
好
で
堅

緻

淡
黄
灰
色

土
師
器

皿
O口
縁
部
は
丸
く
お
さ
め
、
体
部
は
直
線
的
に
開
き
。
□
縁
部
、
体
部
内
外
面
は
共
に
精
 
良
悪
く
軟
質
淡
黄
灰
色



種
 
類
器
 
種
PL
AN
NQ
酬 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

6

浅
く
偏
平
な
感
じ
で
あ
る
。

。
底
部
と
体
部
の
境
界
は
明
瞭
で
な
く
、
底
部
か
ら

直
接
体
部
に
続
く
。

O底
部
は
弥
生
土
器
の
平
底
に
似
て
大
き
く
体
部
に

比
べ
不
均
等
に
大
き
く
安
定
し
て
い
る
。

ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
回
転
糸
切
り
。

口
径
15
,6
切

器
高
 4
5働

鉄
製
品
釘

7
。
鉄
棒
を
二
つ
に
折
り
曲
げ
、
頭
部
を
ス
プ
ロ
ー
ル

状
に
作
り
、
先
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。

全
長
約
55
伽

Ｉ Ｉ 卜 ω ｌ ｌ

第
1井
戸
跡
(B
Pl
)

種
 
類
器
 
種
PL
AN
No
酬 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
  
成
色
 
調
法

量
備

考

須
恵
器
郭
 
蓋

l t 3

O天
丼
部
は
や
や
偏
平
で
、
天
丼
部
の
中
央
に
偏
平

な
つ
ま
み
が
付
く
。

。
天
丼
部
か
ら
口
縁
部
に
緩
や
か
に
伸
び
、
口
縁
端

部
は
下
方
に
短
く
屈
曲
し
、
断
面
三
角
形
を
呈
す
。

。
天
丼
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
に
ヨ
コ

ナ
デ
。

O□
縁
部
、
天
丼
部
内
面
は
ヨ
コ

ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
合
む

良
く
硬
質
灰
 
色

t

暗
灰
色

雰
 
身

。
高
台
は
小
さ
く
体
部
直
下
に
垂
直
に
取
り
付
き
、

高
台
の
断
面
は
方
形
を
呈
す
。

。
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
ヨ
コ
ナ
デ

砂
粒
を
多

く
合
む

良
く
硬
質
暗
灰
色

釉 器

灰 陶

婉
5 6

。
口
縁
端
部
は
や
や
肥
厚
し
外
反
す
る
。

O休
部
は
内
弯
し
て
開
き
、
浅
い
。

O高
台
は
小
さ
く
や
や
外
方
に
ふ
ん
ば
り
、
断
面
は

丸
味
を
帯
び
た
方
形
で
あ
る
。

O口
縁
部
、
体
部
ば
ヨ
コ
ナ
デ
。

。
底
部
は
回
転
糸
切
り
後
に
ヨ
コ

ナ
デ
。

砂
粒
を
僅

か
に
合
む

良
く
硬
質
淡
灰
色
(6
)は

口
径
1 
5 
5 
cl
p

器
高
 4
9伽

釉
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
い
。

7 t 9

。
□
縁
部
は
や
や
肥
厚
し
て
外
反
す
る
。

。
体
部
は
内
弯
し
て
開
き
、
全
体
的
に
浅
い
。

O高
台
は
比
較
的
小
さ
く
、
外
方
に
ふ
ん
ば
り
断
面

形
は
丸
味
を
帯
び
た
長
方
形
な
い
し
逆
三
角
形
に

近
い
。

。
口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
回
転
糸
切
り
後
に
ヨ
コ

ナ
デ
。

精
 
良
良
好
で
堅

級

白
灰
色
(3
)は 口
径
16
.0
例

器
高
 5
,3
釦



種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nc
齢 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
院
  
成
色
調
法

量
備

考

土
師
器
甕

O口
縁
部
は
「
く
」
字
形
に
開
き
、
端
部
は
肥
厚
し

上
方
に
つ
ま
み
上
げ
る
。

O体
部
は
や
や
膨
ら
む
。

。
口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O体
部
は
内
面
が
ヨ
コ
ナ
デ
し
、

外
面
は
手
づ
く
ね
の
後
に
ヨ
コ

ナ
デ
を
加
え
る
が
十
分
で
は
な
し
ち

砂
粒
・
雲

母
を
多
く

含
む

悪
く
軟
質
黒
灰
色

鉄
製
品
釘

。
残
存
部
は
釘
の
頭
部
で
逆
「
L」
形
に
折
り
曲
げ
、

頭
部
を
形
ち
作
っ
て
い
る
。

Ｉ Ｉ ヽ ミ ー ー

P5
1

種
 
類
器
 
種
PL
AN
No
土
器
配

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
  
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
必
 
身

1 2

Oた
ち
あ
が
り
は
内
傾
し
、
非
常
に
低
く
、
受
部
よ

り
僅
か
に
出
る
程
度
で
あ
る
。

。
受
部
は
水
平
(り
な
い
し
外
上
方
12
)に
伸
び
る
。

O体
部
は
浅
く
偏
平
で
、
底
部
が
尖
り
気
味
の
も
の

(1
)と
平
ら
な
も
の
(2
)が
あ
る
。

。
□
縁
部
と
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
に
ナ
デ
調

塗
き
。

小
石
。
砂

粒
を
多
く

合
む

良
く
硬
質

t

悪
く
軟
質

淡
灰
色

i

暗
灰
色

(1
)|
ま 口
径
90
伽

器
径
32
9

(2
)は

口
径
88
伽

器
径
31
例

P5
3

種
 
類
器
 
種
PL
AN
No
齢 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
郭
 
身

1
。
□
縁
部
は
外
弯
し
て
開
き
、
端
部
は
丸
く
お
さ
め

る
。

O体
部
は
直
線
的
に
開
き
、
や
や
浅
い
。

O底
部
と
体
部
の
境
界
は
屈
曲
し
て
稜
を
な
し
、
高

台
は
小
さ
く
断
面
逆
台
形
で
、
底
部
の
や
や
内
側

に
付
く
。

。
口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
に
仕
上
げ

ナ
デ
。

砂
粒
を
少

し
合
む

良
好
で
堅

緻

暗
灰
色
口
径
12
1伽

器
高
 3
7切



種
 
類
器
 
種
PL
AN
血
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

皿
。
□
縁
部
は
単
に
丸
く
お
さ
め
、
体
部
は
短
く
大
き

く
開
き
浅
い
。

。
底
部
と
体
部
の
境
界
は
屈
曲
し
て
稜
を
な
し
、
底

部
は
平
ら
。

。
口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
に
仕
上
げ

ナ
デ
。

砂
粒
を
少

し
含
む

良
好
で
堅

緻

灰
色

PO

Ｉ Ｉ ヽ ∞ ― ―

種
 
類
器
 
種
PL
AN
血
鍔 ｍ

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

釉 器

灰 陶

皿
1
口
縁
部
は
や
や
肥
厚
し
て
外
反
す
る
。

体
部
は
内
弯
気
味
に
大
き
く
開
く
。

高
台
は
低
く
、
丸
味
を
も
っ
て
い
る
。

。
口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
回
転
糸
切
り
。

細
砂
を
多

く
合
む

良
く
硬
質
淡
暗
灰
色
口
径
1 
1 
7 
cl
l

器
高
 2
2働

灰
釉
は
見
ら
れ
な
い
。

P7
5

種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nd
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

釉 器

灰 陶

1
。
体
部
は
内
弯
気
味
に
開
く
。

。
高
台
は
低
く
、
丸
味
を
帯
び
た
長
方
形
で
あ
る
。

O体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

精
 
良
良
く
硬
質
淡
灰
黄
色

P9
0

種
 
類
器
 
種
PL
AN 血
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
杯
 
蓋
23

1
O天
丼
部
は
偏
平
で
、
天
丼
部
か
ら
口
縁
部
に
緩
や

か
に
伸
び
る
。

O口
縁
部
は
僅
か
に
下
方
に
向
き
丸
く
お
さ
め
る
。

。
天
丼
部
に
は
カ
キ
ロ
調
整
を

施
す
。

O□
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
少

し
合
む

良
く
硬
質
灰
  
色



種
 
類
器
種
PL
AN
No
鍔 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

。
□
縁
内
面
に
は
、
断
面
三
角
形
の
小
さ
な
か
え
り

が
付
く
。

Ｉ Ｉ 卜 Ｏ ｌ ｌ

P1
06

P1
07

種
 
類
器
 
種
PL
AN
No
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
院
 
成
色
 
調
法

量
備

考

須
恵
器
郭
 
蓋

1
。
天
丼
部
は
や
や
丸
味
を
持
っ
て
高
い
。

。
天
丼
部
と
口
縁
部
の
境
界
の
稜
線
は
、
単
に
凹
む

だ
け
で
あ
る
。

O口
縁
部
は
や
や
開
き
気
味
に
立
ち
、
端
部
内
側
は

凹
ま
せ
て
面
を
作
る
。

。
□
縁
部
内
外
面
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
砂
粒
を
少

し
合
む

良
く
硬
質
淡
灰
色

種
類
器
 
種
PL
AN
Nd
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
郭
 
蓋

1
。
天
丼
部
は
偏
平
で
低
く
、
天
丼
部
中
央
に
筒
状
に

近
い
つ
ま
み
が
付
く
。

。
天
丼
部
と
□
縁
部
の
境
界
は
段
を
な
し
て
屈
曲
す

る
。

。
□
縁
端
部
は
下
方
に
短
く
屈
曲
す
る
。

。
天
丼
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
に
ナ
デ

。
□
縁
部
、
天
丼
部
内
面
は
ヨ
コ

ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

緻

淡
灰
色
口
径
11
.7
 c
lm

器
高
 2
1∽



P 
I1
7

種
 
類
器
 
種
PL
AN
NG
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
郭
 
身

1
。
口
縁
部
は
単
に
丸
く
お
さ
め
る
。

O体
部
は
や
や
外
反
気
味
に
開
き
浅
い
。

。
体
部
と
底
部
の
境
界
は
丸
味
を
帯
び
る
。

O高
台
は
低
い
が
太
く
、
外
方
に
ふ
ん
ば
り
安
定
し
、

底
部
や
や
内
側
に
付
く
。

。
口
縁
部
、
体
部
の
内
外
面
は
ヨ

コ
ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
仕
上
げ
ナ

ラ
ド
。

砂
粒
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

級

灰
  
色
口
径
15
1働

器
高
 3
6伽

１ １ ９ ０ Ｉ Ｉ

P1
31

種
類
器
 
種
PL
AN
NQ
器 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
必
 
身

1
O体
部
は
直
線
的
に
開
き
深
い
。

O体
部
と
底
部
の
境
界
は
屈
曲
し
て
稜
を
な
す
。

。
高
台
は
小
さ
く
、
や
や
外
方
に
ふ
ん
ば
る
。

。
休
部
内
外
面
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
砂
粒
を
多

く
含
む

良
好
で
堅

緻

灰
  
色

P9
4

種
 
類
器
 
種
PL
AN
No
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
郭
 
身

l
。
体
部
直
下
に
高
台
が
付
き
、
高
台
は
非
常
に
小
さ

く
、
や
や
外
方
に
ふ
ん
ば
る
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
に
ヨ
コ
ナ

ア
。

砂
粒
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

緻

白
灰
色

釉 器

灰 陶

皿
2 1 4

。
□
縁
部
は
や
や
外
反
気
味
に
終
る
。

。
体
部
は
内
弯
し
て
開
く
が
浅
い
。

。
高
台
は
比
較
的
小
さ
く
、
断
面
長
方
形
で
や
や
外

方
に
ふ
ん
ば
る
。

O口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
回
転
糸
切
り
後
ヨ
ヨ
ナ

ラ
ド
。

精
  
良
良
好
で
堅

緻

白
灰
色
(2
)|
よ 口
径
13
.8
 c
lp

器
高
 2
8働

(3
)|
よ 口
径
13
.2
 c
lB

怒
高
 2
,9
師

13
)の
底
部
外
面
に
は
、

「
今
西
」
の
墨
書
が
見

ら
れ
る
。



種
類
器
 
種
PL
AN
Nt
x
齢 血

形
能 い

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

土
師
器
必

。
口
縁
部
は
単
に
丸
く
お
さ
め
、
端
部
内
面
に
一
条

の
凹
線
を
巡
す
。

O休
部
は
直
線
的
に
開
く
が
、
浅
い
。

。
体
部
と
底
部
の
境
界
は
屈
曲
し
て
稜
を
な
す
。

O底
部
は
や
や
膨
ら
む
。

O口
縁
部
、
体
部
内
外
面
は
ヨ
コ

ナ
デ
。

O底
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

精
 
良
良
く
硬
質
淡
赤
褐
色
口
径
19
.9
例

器
高
 3
.0
働

鉄
製
品
鉄
 
釘

。
断
面
方
形
を
呈
す
。

― ― 伽 ド 　 ー ‐

P3
8

種
 
類
器
 
種
PL
AN
NQ
齢 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
杯
 
身

1
O口
縁
端
部
は
単
に
丸
く
お
さ
め
、
体
部
は
直
線
的

に
開
く
。

O口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
砂
粒
を
多

く
含
む

良
好
で
堅

緻

淡
白
灰
色

P5
6

種
 
類
器
 
種
PL
AN
Na
鍔 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
院
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器

皿
1
O口
縁
部
は
や
や
肥
厚
し
、
内
傾
す
る
面
を
作
る
。

O体
部
は
外
弯
気
味
に
大
き
く
開
き
、
浅
い
。

。
体
部
と
底
部
の
境
界
は
屈
曲
し
て
稜
を
な
す
。

O底
部
は
や
や
不
安
定
で
膨
む
。

。
□
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
仕
上
げ
ナ

ラ
r。

小
石
を
合

む

良
好
で
堅

緻

暗
灰
色
口
径
13
5働

器
高
 2
 4
 c
lB



P5
7

種
 
類
器
 
種
PL
AN
No
鍔 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
郭
 
身

1
。
体
部
は
直
線
的
に
開
き
.体
部
と
底
部
の
境
界
は

屈
曲
し
て
稜
を
な
す
。

O高
台
は
小
さ
く
断
面
逆
台
形
を
呈
し
、
底
部
と
体

部
の
境
界
近
く
に
付
く
。

。
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

。
底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
仕
上
げ
ナ

ラ
ド
。

小
石
・
砂

粒
を
多
く

合
む

悪
く
軟
質
淡
灰
褐
色

皿
。
□
縁
部
は
単
に
丸
く
お
さ
め
、
体
部
は
直
線
的
に

開
き
、
浅
い
。

O底
部
と
体
部
の
境
界
は
屈
曲
し
て
稜
を
な
し
、
底

部
は
平
ら
。

。
□
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

。
底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
ヨ
コ
ナ
デ

細
砂
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

緻

灰
 
色
口
径
13
2伽

器
高
 1
.4
伽

土
師
器
甕

。
口
縁
部
は
「
く
」
字
形
に
開
き
、
端
部
付
近
で
屈

曲
し
て
外
反
気
味
に
伸
び
、
端
部
外
面
は
凹
む
。

「
受
□
状
口
縁
」
の
一
種
で
あ
る
。

。
休
部
は
、
あ
ま
り
膨
ら
ま
な
い
。

O口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

。
体
部
は
内
面
が
ヘ
ラ
削
り
を
施

し
、
外
面
は
刷
毛
目
調
整
を
施

す
。

砂
粒
・
打ヽ

石
を
多
く

含
む

良
く
硬
質
淡
褐
色

― ― の 中 Ｉ Ｉ

P1
40

種
 
類
器
 
種
PL
AN
No
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
  
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
郭
 
身

ユ
。
口
縁
部
は
僅
か
に
外
反
し
、
丸
く
お
さ
め
る
。

O体
部
は
直
線
的
に
開
き
、
浅
い
。

O□
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
砂
粒
を
多

く
含
む

良
く
硬
質
淡
灰
色

P1
34

種
 
類
器
 
種
PL
AN
No
器 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

畳
備

考

須
恵
器
鉄
 
釘

1
。
断
面
方
形
の
棒
状
で
、
頭
部
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

1
長
さ
0伽



P1
42

種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nc
鍔 ｈ

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
士 霊

1
O口
縁
部
は
大
き
く
外
反
し
、
端
部
は
外
上
方
に
つ

ま
み
上
げ
、
丸
く
お
さ
め
る
。

。
口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
合
む

悪
く
軟
質
淡
灰
色

P1
47

種
 
類
器
 
種
PL
AN
NQ
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
必
 
身

1
O体
部
は
直
線
的
に
開
き
、
深
い
。

。
体
部
と
底
部
の
境
界
は
屈
曲
す
る
も
の
の
丸
味
を

持
つ
。

。
高
台
は
小
さ
い
が
、
外
方
に
ふ
ん
ば
る
。

。
口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
ヨ
コ
ナ
デ

砂
粒
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

緻

暗
灰
色

Ｉ ｌ ９ ω 　 ｌ ｌ

P1
52

種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nt
x
燃 血

形
含
ヒ

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
郭
 
身

1
O体
部
と
底
部
の
境
界
は
屈
曲
し
て
稜
を
な
す
。

。
高
台
は
小
さ
く
低
い
。

。
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

。
底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
に
ヨ
コ
ナ

ラ
ド
。

砂
粒
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

緻

暗
灰
色

P 
i5
6

種
 
類
器
 
種
PL
AN
No
器 ｈ

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
  
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
界
 
身

1
。
□
縁
端
部
は
や
や
尖
り
、
体
部
は
直
線
的
に
開
く
。

O休
部
と
底
部
の
境
界
は
屈
曲
し
て
稜
を
な
す
。

O口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
ld
ヘ
ラ
切
り
後
に
ヨ
コ
ナ

砂
粒
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

緻

暗
灰
色



種
類
器
 
種
PL
AN
NQ
齢 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

。
高
台
は
小
さ
く
断
面
方
形
で
あ
る
。

ア
。

P1
81

種
類
器
 
種
PL
AN
No
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
郭
 
身

1
休
部
と
底
部
の
境
界
は
屈
曲
し
稜
を
な
す
。

高
台
は
大
き
く
外
方
に
ふ
ん
ば
り
、
断
面
長
方
形

を
呈
し
、
底
部
内
側
に
付
く
。

。
体
部
は
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

。
底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
に
ヨ
コ
ナ

ラ
r。

細
砂
を
多

く
合
む

良
く
硬
質
淡
灰
色

| 留 |

P2
10

種
 
類
器
 
種
PL
AN
NQ
鍔 ｍ

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
土
焼
 
成
色
  
調
法

畳
備

考

土
師
器
甕

1
。
□
縁
部
は
「
く
」
字
形
に
開
き
、
端
部
を
上
方
に

つ
ま
み
上
げ
、
断
面
三
角
形
を
呈
す
。

O体
部
は
膨
ら
み
が
少
な
い
。

口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

頸
部
よ
り
下
に
数
条
の
凹
線
が

見
ら
れ
る
。

小
石
・
砂

粒
を
多
く

含
む

悪
く
軟
質
淡
黄
灰
色

P2
29

種
 
類
器
 
種
阻
N
血
齢 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

釉 器

灰 陶

婉
1
O口
縁
部
は
外
反
し
、
端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
。

。
体
部
は
内
弯
し
て
開
く
。

。
高
台
は
低
く
、
断
面
丸
味
を
持
つ
方
形
で
あ
る
。

。
口
縁
部
、
休
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
回
転
糸
切
り
。

細
砂
を
少

し
合
む

良
好
で
堅

緻

白
灰
色
口
径
1 
1 
3c
lp

器
高
 3
.6
 c
lp

小
型
の
婉
で
あ
る
。



P2
39

種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nt
x
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
鉢

1
O体
部
は
大
き
く
逆
「
ハ
」
字
形
に
開
き
、
端
部
は

丸
く
大
き
く
肥
厚
す
る
。

。
口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

精
 
良
悪
く
軟
質
淡
灰
色

P2
66

種
 
類
器
 
種
PL
AN
No
鍔 ｈ

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
郭
 
身
24

1
。
口
縁
端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
。

O体
部
は
直
線
的
に
開
く
。

。
体
部
と
底
部
の
境
界
は
屈
曲
し
て
稜
を
な
す
。

。
口
縁
部
、
休
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

多
を む

砂 含

細 く

悪
く
軟
質
淡
灰
色

Ｉ Ｉ 伽 ９ １ １

P2
81

種
 
類
器
 
種
PL
AN m
鍔 血

形
能 い

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

瓦
平
 
瓦

1
O平
瓦
の
一
端
で
、
端
縁
部
を
ヘ

ラ
で
調
整
し
て
い
る
。

O外
面
は
細
い
布
目
を
残
し
、
内

面
は
ナ
デ
消
し
て
い
る
。

精
  
良
悪
く
軟
質
淡
黄
灰
色

瓦
の
出
土
総
量
は
極
め

て
少
な
い
。

P 
N 
30
0

種
 
類
器
 
種
PL
AN
血
齢 ｈ

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

土
製
品
輔
 
の

1
O筒
状
で
、
筒
先
に
は
吹
き
出
し
が
見
ら
れ
る
。
。
全
体
は
手
づ
く
ね
で
、
内
面
は
精
  
良

外
面
は

混
和
材
と
し
て
胎
土
に



種
 
類
器
 
種
PL
AN
No
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
 
調
法

量
備

考

羽
口

高
熱
で
焼
け
た
だ
れ
て
い
る
。

灰
赤
色

内
面
は

赤
褐
色

モ
ミ
ガ
ラ
が
混
入
さ
れ

て
い
る
。

P3
05

種
類
器
 
種
PL
AN
No
齢 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

釉 器

灰 陶

皿
1
。
□
縁
部
は
外
反
し
て
水
平
に
近
く
な
り
、
端
部
は

丸
く
お
さ
め
る
。

O体
部
は
非
常
に
浅
く
、
内
弯
気
味
に
開
く
。

O高
台
は
小
さ
く
、
断
面
逆
五
角
形
を
呈
す
。

。
口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

。
底
部
は
回
転
糸
切
り
後
ヨ
コ
ナ

ア
。

砂
粒
を
多

く
含
む

良
好
で
堅

緻

白
灰
色
□
径
12
4伽

器
高
 2
.2
切

Ｉ Ｉ ｍ ω Ｉ Ｉ

P 
N 
32
0

P3
17

種
類
器
種
PL
AN
血
鍔 ｍ

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
杯
 
蓋

1
。
天
丼
部
は
低
く
偏
平
で
、
中
央
部
に
非
常
に
偏
平

な
つ
ま
み
が
付
く
。

O天
丼
部
か
ら
口
縁
部
へ
緩
か
に
伸
び
る
。

。
天
丼
部
は
ヘ
ラ
削
り
を
全
面
に

施
す
。

O□
縁
部
、
天
丼
部
内
面
は
ヨ
コ

ナ
デ
。

小
石
・
砂

粒
を
多
く

含
む

良
好
で
堅

緻

灰
  
色

種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nd
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
然
 
蓋

1
。
天
丼
部
は
低
い
が
や
や
丸
味
を
も
つ
。

。
天
丼
部
は
ヘ
ラ
削
り
を
施
す
。
砂
粒
を
少
良
好
で
堅
灰
 
色



種
類
器
 
種
PL
AN
No
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
 
土
焼
  
成
色
 
調
法

量
備

考

O天
丼
部
中
央
に
乳
頭
状
の
つ
ま
み
が
付
く
も
の
と

思
わ
れ
る
。

。
天
丼
部
か
ら
□
縁
部
へ
ゆ
る
や
か
に
伸
び
、
端
部

は
単
に
丸
く
お
さ
め
る
。

。
□
縁
部
内
面
の
か
え
り
は
、
断
面
三
角
形
を
呈
し

て
大
き
く
、
口
縁
部
よ
り
も
下
方
に
出
る
。

。
口
縁
部
、
天
丼
部
内
面
は
ヨ
コ

ナ
デ
。

し
合
む
級

Ｉ Ｉ 伽 Ｎ Ｉ Ｉ

P 
N 
33
6

種
 
類
器
 
種
PL
AN
No
燃 ｈ

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
 
調
法

量
備

考

須
恵
器
郭
 
身

1
。
口
縁
部
は
や
や
外
反
し
、
端
部
は
や
や
尖
る
。

。
体
部
は
直
線
的
に
開
き
.体
部
と
底
部
の
境
界
は

屈
曲
せ
ず
、
丸
味
を
も
ち
や
や
凹
む
。

。
口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
砂
粒
を
少

し
含
む

良
好
で
堅

緻

灰
  
色

P 
N 
34
8

種
 
類
器
 
種
PL
AN
血
鍔 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
  
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
長
頸
壷

1
。
頸
部
は
細
く
、
口
縁
部
は
外
反
し
て
開
き
、
端
部

は
上
下
に
肥
厚
し
て
外
側
に
面
を
な
し
て
中
央
は

凹
む
。

。
口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

細
砂
を
多

く
含
む

良
好
で
堅

緻

灰
  
色



P3
48

種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nt
x
酬 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

土
師
器
抹

1
O口
縁
部
は
や
や
外
反
し
端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
。

O体
部
は
大
き
く
開
い
て
浅
い
。

O体
部
と
底
部
の
境
界
は
屈
曲
せ
ず
、
丸
味
を
帯
び

て
や
や
凹
む
。

。
底
部
は
や
や
膨
み
不
安
定
で
あ
る
。

。
□
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
し

凹
凸
が
激
し
い
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
に
ヘ
ラ
オ

サ
エ
。

精
  
良
良
好
で
堅

緻

淡
黄
褐
色
口
径
12
.0
釦

器
高
 3
 0
 c
lm

１ １ ９ ∞ ― ―

P3
56

種
 
類
器
 
種
PL
AN
血
鍔 血

形
能 い

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
郭
 
身

1
。
□
縁
端
部
は
単
に
丸
く
お
さ
め
、
体
部
は
や
や
外

弯
気
味
に
開
き
、
深
く
大
き
い
。

。
日
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
砂
粒
を
多

く
含
む

良
好
で
堅

緻

灰
  
色

P3
64

種
類
器
 
種
PL
AN
No
齢 血

形
含
筐

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
郭
 
蓋
24

1
。
天
丼
部
は
非
常
に
偏
平
で
低
い
。

O天
丼
部
と
口
縁
部
の
境
界
は
屈
曲
し
て
段
を
な
す
。

。
口
縁
端
部
は
外
下
方
に
短
く
屈
曲
し
、
丸
く
お
さ

め
る
。

。
□
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
・
小

石
を
多
く

合
む

悪
く
軟
質
暗
灰
色



P3
74

種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nt
l
齢 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
 
調
法

量
備

考

土
師
器

皿
24

1
。
口
縁
端
部
は
や
や
外
上
方
に
つ
ま
み
上
げ
る
。

。
体
部
は
非
常
に
浅
く
短
い
。

。
底
部
と
体
部
の
境
界
は
屈
曲
し
、
底
部
は
平
ら
。

。
日
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

。
底
部
は
回
転
糸
切
り
。

小
石
・
砂

粒
を
多
く

含
む

悪
く
軟
質
淡
黄
白
色
□
径
12
.2
 c
lp

器
高
 2
.2
伽

Ｉ Ｉ ｍ Φ Ｉ Ｉ

P3
80

種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nt
x
鍔 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
短
頸
壷

ユ
。
肩
部
は
張
り
、
体
部
は
浅
く
偏
平
な
感
じ
を
受
け

る
。

O体
部
と
底
部
の
境
界
は
屈
曲
し
て
稜
を
な
し
、
高

台
は
非
常
に
小
さ
い
。

。
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
ヨ
コ
ナ
デ

小
石
・
砂

粒
を
多
く

含
む

良
好
で
堅

緻

淡
灰
色

器
表
に
自
然
釉
付
着

P3
81

種
 
類
器
 
種
PL
AN
血
齢 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
院
  
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
郭
 
身
24

1
。
□
縁
部
は
単
に
丸
く
お
さ
め
、
体
部
は
大
き
く
深

い
。

O口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
砂
粒
を
多

く
含
む

良
好
で
堅

緻

灰
  
色



― ｌ ω Ｏ Ｉ Ｉ

P3
53

種
 
類
器
 
種
PL
AN
No
鍔 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
 
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
ネ
 
蓋

1
。
天
丼
部
は
比
較
的
平
ら
で
、
そ
の
中
央
部
に
や
や

高
い
つ
ま
み
が
付
く
。

。
天
丼
部
は
ヘ
ラ
削
り
。

。
天
丼
部
内
面
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
少

し
合
む

良
好
で
堅

緻

灰
  
色

一
括
資
料
と
し
て
良
好

で
あ
る
。

郭
 
身

。
□
縁
端
部
は
尖
り
気
味
に
終
る
。

。
体
部
は
直
線
的
に
開
き
、
休
部
と
底
部
の
境
界
は

屈
曲
し
て
稜
を
な
す
。

O底
部
は
平
ら
。

。
□
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

。
底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
に
ヨ
コ
ナ

ラド
。

砂
粒
を
多

く
合
む

悪
く
軟
質
淡
灰
色
口
径
12
.O
 c
12

器
高
 3
.5
伽

3 1 5

。
口
縁
端
部
は
単
に
丸
く
お
さ
め
る
。

。
体
部
は
直
線
的
に
開
き
、
休
部
と
底
部
の
境
界
は

屈
曲
し
て
稜
を
な
す
。

。
高
台
は
底
部
の
や
や
内
側
に
付
き
、
小
さ
く
や
や

外
方
に
ふ
ん
ば
り
、
断
面
逆
台
形
を
呈
す
。

O口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
に
ヨ
コ
ナ

デ
。

砂
粒
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

緻

淡
灰
色

t

灰
  
色

(5
)は

□
径
12
0∽

器
高
 3
.9
9m

O口
縁
部
は
外
反
し
て
伸
び
、
端
部
は
水
平
に
近
く

な
り
尖
る
。

。
体
部
は
直
線
的
に
開
き
、
体
部
と
底
部
の
境
界
は

屈
曲
し
て
稜
を
な
す
。

O高
台
は
小
さ
く
、
断
面
逆
台
形
を
呈
し
て
外
方
に

や
や
ふ
ん
ば
る
。

。
大
型
の
イ
で
あ
る
。

。
口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
に
ヨ
ヨ
ナ

砂
粒
を
多

く
合
む

悪
く
軟
質
淡
灰
色
口
径
1 
8 
0 
cl
p

器
高
 5
3側

PD
 5

種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nt
x
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
  
成
色
  
調
法

量
備

考

鉄
製
品
鉄
斧

1
O台
形
状
を
呈
し
、
そ
の
下
辺
を
刃
部
と
し
た
も
の

で
'赳
で
あ
る
。
横
断
面
は
長
方
形
で
あ
る
。

刃
部
幅
4 
3c
v

全
長
 8
.0
伽



ｌ ω Ｐ Ｉ

P3
51

種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nt
x
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
 
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
郭
 
身

1 t 3

O口
縁
端
部
は
単
に
丸
く
お
さ
め
、
体
部
は
直
線
的

に
開
く
。

O体
部
と
底
部
の
境
界
は
屈
曲
す
る
も
の
の
丸
味
を

持
つ
。

O高
台
は
、
や
や
大
き
く
外
方
に
ふ
ん
ば
る
。

。
口
縁
部
、
体
部
内
外
面
は
ヨ
コ

ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
調
整
て

砂
粒
を
多

く
含
む

良
好
で
堅

級

灰
  
色

t

淡
灰
色

(1
)i
d □
径
14
.3
釦

器
高
 4
.3
働

(2
)l
d 口
径
14
8伽

器
高
 4
0勤

―
括
資
料
と
し
て
良
好

な
も
の
で
あ
る
。

短
頸
壷

。
口
縁
部
は
や
や
開
き
気
味
に
立
ち
、
端
部
は
丸
く

お
さ
め
る
。

O体
部
は
肩
部
は
張
ら
ず
、
丸
味
を
持
つ
。

。
底
部
は
丸
味
を
持
ち
、
不
安
定
。

。
口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

。
底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
に
ナ
デ
調

整
を
施
す
。

砂
粒
を
少

し
含
む

良
好
で
堅

緻

灰
  
色
口
径
 8
,7
 c
lB

器
高
 8
.3
働

土
師
器
郭

。
口
縁
部
は
尖
り
気
味
と
な
り
、
僅
か
に
外
反
す
る
。

。
体
部
は
直
線
的
に
開
き
、
底
部
と
体
部
の
境
界
は

屈
曲
す
る
も
の
の
丸
味
を
も
つ
。

O底
部
は
平
ら
で
安
定
し
て
い
る
。

。
□
縁
部
、
体
部
内
外
面
は
ヨ
コ

ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
削
り
。

精
良
で
雲

母
を
多
く

含
む

悪
く
軟
質
淡
黄
褐
色
口
径
13
9働

器
高
 3
.2
働

皿
O口
縁
部
は
や
や
外
反
し
、
端
部
は
上
方
に
つ
ま
み

上
げ
丸
く
お
さ
め
る
。

C体
部
は
内
弯
気
味
に
開
き
、
浅
い
。

O口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O体
部
内
外
面
に
は
や
や
粗
く
暗

紋
が
施
さ
れ
る
。

精
  
良
悪
く
軟
質
淡
褐
赤
色

P3
50

種
 
類
器
 
種
PL
AN
血
鍔 血

形
含
ヒ

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
杯
 
蓋

1
O天
丼
部
は
低
く
偏
平
で
、
天
丼
部
か
ら
□
縁
部
ヘ

緩
か
に
イ申
び
る
。

。
口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
含
む

良
好
で
堅

級

灰
  
色



種
 
類
器
 
種
PL
AN
No
齢 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

必
 
身

O口
縁
部
は
単
に
丸
く
お
さ
め
、
体
部
は
直
線
的
に

開
い
て
深
い
。

。
底
部
と
体
部
の
境
界
は
屈
曲
し
稜
を
な
す
。

O高
台
は
非
常
に
小
さ
く
、
や
や
外
方
に
ふ
ん
ば
る
。

O回
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
に
ヨ
コ
ナ

デ
。

砂
粒
を
多

く
含
む

良
く
硬
質
灰
  
色
口
径
11
6釦

器
高
 4
.5
釦

― 儲 ―

Ml
種
 
類
器
種
PL
AN
Nd
燃 血

形
台
ヒ

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
杯
 
身

1 1 4

。
日
縁
端
部
は
単
に
丸
く
お
さ
め
る
。

O体
部
は
直
線
的
に
開
き
、
体
部
と
底
部
の
境
界
は

屈
曲
し
て
稜
を
な
す
。

。
高
台
は
小
さ
く
、
断
面
方
形
な
い
し
逆
台
形
を
呈

す
る
。

。
□
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
に
ヨ
コ
ナ

ラ
ド
。

小
石
・
砂

粒
を
多
く

含
む

良
く
硬
質

t

悪
く
軟
質

淡
灰
色

t

灰
  
色

釉 器

灰 陶

皿
。
口
縁
端
部
は
丸
く
お
さ
め
、
体
部
は
内
弯
し
て
浅

い
。

。
高
台
は
や
や
高
く
、
断
面
長
方
形
で
丸
味
を
持
つ
。

。
口
縁
部
、
体
部
内
外
面
は
ヨ
コ

ナ
デ
。

。
底
部
は
回
転
糸
切
り
。

精
  
良
良
好
で
堅

緻

白
灰
色

婉
6 7

O口
縁
端
部
は
僅
か
に
肥
厚
し
外
反
す
る
。

O体
部
は
内
弯
気
味
に
開
い
て
浅
い
。

。
高
台
は
や
や
高
く
断
面
長
方
形
を
呈
す
。

。
口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
回
転
糸
切
り
。

砂
粒
を
少

し
含
む

良
好
で
堅

緻

白
灰
色

t

淡
灰
色

白
 
磁
婉

。
口
縁
端
部
は
外
側
に
肥
厚
し
、
所
謂
「
玉
縁
状
」

と
な
っ
て
い
る
。

。
体
部
は
直
線
的
に
開
く
。

O□
縁
部
、
体
部
上
半
は
ヨ
コ
ナ

ア
O

。
体
部
外
面
下
半
は
ヘ
ラ
削
り
。

精
 
良
良
好
で
堅

緻

胎
土
は

白
灰
色

釉
は

乳
白
色

土
師
器
灯
明
皿

。
口
縁
部
は
単
に
丸
く
お
さ
め
、
体
部
は
や
や
凹
み

浅
い
。

。
口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O体
部
、
底
部
は
手
づ
く
ね
。

精
  
良
悪
く
軟
質
淡
赤
褐
色



種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nd
鍔 ｈ

形
能 〔

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

甕
。
口
縁
部
は
「
く
」
字
形
に
開
き
、
端
部
は
や
や
外

反
す
る
。

。
体
部
は
球
体
に
近
い
。

。
口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O体
部
は
手
づ
く
ね
の
上
か
ら
ヨ

コ
ナ
デ
を
施
す
が
、
十
分
で
は

な
い
。

精
良
で
雲

母
を
多
く

含
む

良
く
硬
質
淡
褐
色

Ｉ ｌ ω ∞ ― ―

包
含
層

種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nt
x
燃 ｍ

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
郭
 
蓋
28

1 1 3

。
天
丼
部
は
丸
味
を
持
ち
、
中
央
に
乳
頭
状
の
つ
ま

み
が
付
く
。

O天
丼
部
か
ら
回
縁
部
に
緩
や
か
に
伸
び
、
端
部
は

単
に
丸
く
お
さ
め
る
。

O口
縁
端
部
近
く
の
内
面
に
か
え
り
が
付
く
が
、
か

え
り
は
□
縁
端
部
よ
り
も
下
方
に
突
出
し
て
い
る
。

O天
丼
部
は
ヘ
ラ
削
り
を
施
す
。

。
□
縁
部
、
天
丼
部
内
面
は
ヨ
コ

ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
含
む

良
好
で
堅

緻

t

良
く
硬
質

淡
灰
色

t

暗
灰
色

4 5 6

O□
縁
部
の
形
態
は
1～
3と
同
じ
で
あ
る
が
、
天

井
部
は
高
い
。

。
天
丼
部
は
比
較
的
に
偏
平
で
、
比
較
的
偏
平
な
つ

ま
み
が
付
く
。

。
天
丼
部
か
ら
□
縁
部
へ
緩
や
か
に
伸
び
、
端
部
は

僅
か
に
下
方
に
折
り
曲
げ
る
。

。
回
縁
端
部
近
く
の
内
面
に
小
さ
な
か
え
り
が
付
く
(

。
□
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
.

。
天
丼
部
は
ヘ
ラ
削
り
を
施
す
。

O口
縁
部
、
天
丼
部
内
面
は
ヨ
コ

ナ
デ
。

細
砂
を
多

く
含
む

砂
粒
を
少

し
合
む

悪
く
軟
質

良
く
硬
質

白
灰
色

淡
灰
色

7 i 9

。
天
丼
部
は
低
く
偏
平
。

O天
丼
部
か
ら
口
縁
部
に
緩
や
か
に
伸
び
、
口
縁
端

部
は
下
方
に
短
く
屈
曲
し
、
断
面
三
角
形
を
呈
す
。

O口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

緻

淡
灰
色

i

灰
 
色

O天
丼
部
は
や
や
高
く
、
中
央
部
に
偏
平
な
つ
ま
み
。
天
丼
部
は
ヘ
ラ
削
り
を
施
す
も
砂
粒
を
少
良
好
で
堅
淡
灰
色



Ｉ Ｒ Ｉ

種
 
類
器
種
PL
AN
Nd
酬 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

―

‐
３

が
付
く
。

。
天
丼
部
と
口
縁
部
の
境
界
は
や
や
屈
曲
し
て
段
を

な
す
。

O口
縁
端
部
は
下
方
に
短
く
屈
曲
し
、
断
面
三
角
形

を
呈
す
。

の
10
も
見
ら
れ
る
が
、
大
半
は

ヘ
ラ
切
り
後
に
ヨ
コ
ナ
デ
を
施

す
。

O口
縁
部
、
天
丼
部
内
面
は
ヨ
コ

ナ
デ
。

し
含
む

i

砂
粒
を
多

く
合
む

緻
t

暗
灰
色

14 1 17

。
天
丼
部
は
偏
平
で
、
中
央
部
に
円
筒
状
の
つ
ま
み

が
付
く
。

O天
丼
部
と
口
縁
部
の
境
界
は
屈
曲
し
て
段
を
な
す
。

。
口
縁
端
部
は
外
下
方
に
短
く
屈
曲
す
る
。

。
天
丼
部
、
回
縁
部
内
外
面
は
ヨ

コ
ナ
デ
。

小
石
。
砂

粒
を
多
く

含
む

良
好
で
堅

級

?

良
く
硬
質

淡
灰
色

ぞ

灰
  
色

18 i 20

。
天
丼
部
は
非
常
に
偏
平
で
あ
る
。

。
天
丼
部
と
口
縁
部
の
境
界
の
屈
曲
は
緩
や
か
に
な

る
。

O口
縁
端
部
は
丸
味
を
持
ち
、
た
だ
単
に
肥
厚
す
る

だ
け
の
も
の
19
も
見
ら
れ
る
。

。
天
丼
部
、
国
縁
部
内
外
面
は
ヨ

コ
ナ
デ
σ

砂
粒
を
少

し
含
む

良
好
で
堅

緻

t

悪
く
軟
質

灰
  
色

を

暗
灰
色

O天
丼
部
は
非
常
に
偏
平
。

O天
丼
部
と
口
縁
部
の
境
界
は
見
ら
れ
な
い
。

。
口
縁
端
部
は
、
僅
か
に
外
下
方
に
突
出
さ
せ
る
だ

け
で
あ
る
。

。
天
丼
部
、
口
縁
部
内
外
面
は
ヨ

コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
少

し
含
む

良
好
で
堅

緻

灰
  
色

量
は
少
な
く
特
殊
な
蓋

か
も
し
れ
な
い
。

杯
 
身
28

。
□
縁
端
部
は
や
や
尖
る
。

O体
部
は
内
弯
気
味
に
開
き
、
底
部
と
体
部
の
境
界

は
緩
や
か
に
屈
曲
し
、
鈍
い
稜
を
も
つ
。

。
底
部
は
や
や
膨
ら
む
。

。
口
縁
部
、
休
部
内
外
面
は
ヨ
コ

ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
に
ョ
コ
ナ

|ア
す 。

砂
粒
を
多

く
含
む

良
好
で
堅

級

淡
灰
色
口
径
12
.8
伽

器
高
 3
3伽

全
体
的
に
や
や
偏
平
。

。
体
部
は
外
弯
し
て
開
き
、
底
部
と
体
部
の
境
界
は

屈
曲
し
て
鈍
い
稜
を
も
つ
。

O底
部
は
平
ら
で
あ
る
。

。
口
縁
部
、
体
部
内
外
面
は
ヨ
コ

ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
ヨ
コ
ナ
デ

(

砂
粒
を
多

く
含
む

悪
く
軟
質
淡
灰
色

２
４ ？

。
□
縁
部
は
単
に
丸
く
お
さ
め
る
。

。
体
部
は
直
線
的
な
い
し
や
や
外
弯
気
味
に
伸
び
る
。

。
□
縁
部
、
体
部
内
外
面
は
ヨ
コ

ナ
デ
。

砂
粒
を
少

し
合
む

良
好
で
堅

la
t

淡
灰
色

t



― ｌ ω 働 Ｉ Ｉ

種
 
類
器
 
種
PL
AN
No
齢 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
  
成
色
  
調
法

量
備

考

O底
部
と
体
部
の
境
界
は
屈
曲
し
て
稜
を
な
す
。

。
高
台
は
小
さ
く
、
断
面
方
形
な
い
し
逆
台
形
を
呈

し
て
底
部
の
や
や
内
側
に
付
く
。

。
底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
に
ヨ
コ
ナ

ア
O

を

砂
粒
を
多

く
合
む

i

良
く
硬
質

暗
灰
色

O体
部
と
底
部
の
境
界
は
屈
曲
し
て
稜
を
な
す
。

O高
台
は
小
さ
く
外
方
に
ふ
ん
ば
っ
て
、
底
部
の
や

や
内
側
に
付
く
。

。
体
部
内
外
面
は
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
ヨ
コ
ナ
デ

砂
粒
を
多

く
含
む

良
好
で
堅

緻

淡
灰
色

芥
 
蓋
28

。
天
丼
部
は
高
く
膨
ら
む
。

O天
丼
部
と
口
縁
部
の
境
界
の
稜
線
は
鈍
く
、
や
や

外
方
に
突
出
す
る
。

O口
縁
部
は
直
立
し
、
端
部
は
た
だ
単
に
丸
く
お
さ

め
る
。

。
天
丼
部
は
全
面
に
わ
た
リ
ヘ
ラ

削
り
を
施
す
。

O天
丼
部
内
面
と
口
縁
部
は
ヨ
コ

ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

緻

暗
灰
色

器
表
に
自
緑
色
の
自
然

釉
が
付
着
す
る
。

３
３ 　 ・ 　 ３
４

。
天
丼
部
は
や
や
偏
平
で
膨
ら
み
は
少
な
い
。

。
天
丼
部
と
口
縁
部
の
境
界
は
、
た
だ
単
に
凹
線
が

走
る
の
み
で
あ
る
。

。
口
縁
部
は
内
弯
し
、
端
部
は
単
に
丸
く
お
さ
め
る
。

。 天
丼 部
の う
はヘ
ラ 削
りを
施

す
。

。
天
丼
部
内
面
、
口
縁
部
は
ヨ
コ

ナ
デ
。

砂
粒
を
少

し
含
む

良
く
硬
質
淡
灰
色

郭
 
身

。
た
ち
あ
が
り
は
低
く
大
き
く
内
傾
し
、
矮
少
化
し

て
全
体
的
に
偏
平
で
あ
る
。

O口
縁
端
部
は
や
や
尖
る
。

。
受
部
は
外
上
方
に
伸
び
、
受
部
上
面
に
ヘ
ラ
に
よ

る
1条
の
凹
線
を
施
し
、
体
部
は
内
弯
し
て
偏
平

で
あ
る
。

。
口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
砂
粒
を
多

く
含
む

良
好
で
堅

級

暗
灰
色

杯
蓋
13
21
に
対
応
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

36 37

。
た
ち
あ
が
り
は
非
常
に
小
さ
く
内
傾
し
、
受
部
よ

り
ほ
と
ん
ど
出
な
い
も
の
13
0も
あ
る
。

O□
縁
部
は
丸
く
お
さ
め
、
受
部
は
外
上
方
に
伸
び

る
。

。
体
部
は
内
弯
し
、
非
常
に
偏
平
で
あ
る
。

O口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
小
石
・
砂

粒
を
多
く

含
む

良
く
硬
質
暗
灰
色

邦
蓋
(3
3、
34
)に
対

応
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
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種
 
類
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種
PL
AN
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土
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形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

蓋
。
天
丼
部
は
高
く
、
膨
ら
み
を
も
つ
。

O天
丼
部
と
口
縁
部
の
境
界
は
「
く
」
字
形
に
大
き

く
屈
曲
し
、
回
縁
部
は
内
弯
し
て
開
く
。

。
口
縁
端
部
は
単
に
丸
く
お
さ
め
る
。

。
天
丼
部
、
口
縁
部
内
外
面
は
ヨ

コ
ナ
デ
。

非
常
に
精

良

良
好
で
堅

緻

暗
灰
色

小
片
で
あ
る
た
め
、
器

形
は
明
確
で
な
い
が
、

全
体
的
に
精
緻
な
感
じ

を
受
け
、
他
の
須
恵
器

と
趣
を
異
に
す
る
。

。
口
縁
部
は
天
丼
部
か
ら
下
方
に
直
角
に
折
れ
、
稜

を
取
る
。

O天
丼
部
中
央
に
は
つ
ま
み
が
付
く
。

O口
縁
端
部
は
内
方
に
や
や
肥
厚
じ
面
を
取
る
。

。
天
丼
部
、
口
縁
部
内
外
面
は
ヨ

コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

緻

灰
  
色

短
頸
壷
の
蓋
で
あ
ろ
う
。

短
頸
壷
29

４
０ 　 。 　 ４
‐

。
口
縁
部
は
短
く
直
立
し
、
端
部
は
尖
る
」

O肩
部
は
張
っ
て
、
体
部
は
直
線
的
に
開
く
。

。
高
台
は
小
さ
く
、
底
部
と
体
部
の
境
界
付
く
に
付

く
。

。
口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

。
底
部
け
ヘ
ラ
切
り
後
ヨ
コ
ナ
デ

砂
粒
を
少

し
含
む

良
好
で
堅

級

灰
 
色

霊
42
O頸
部
は
細
く
肩
部
は
丸
味
を
持
っ
て
角
張
ら
ず
、

休
部
は
長
胴
で
あ
る
。

O体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

緻

灰
  
色

所
謂
「
小
型
瓶
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
か
。

臨
４３ 　 ・ 　 豊

O 
e3
)は
、
段
を
有
し
て
2段
に
大
き
く
外
反
す

る
□
縁
部
で
あ
る
。

。
(4
4)
は
、
偏
球
体
に
近
い
小
さ
い
体
部
で
、
体

部
に
粘
土
塊
で
円
筒
状
の
注
口
が
付
け
ら
れ
て
い

る
。

O口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
し
、
注
口
は

手
づ
く
ね
。

精
 
良
良
好
で
堅

緻

灰
  
色

摺
 
鉢

O直
線
的
に
開
い
た
回
縁
部
で
、
端
部
は
や
や
肥
厚

し
て
水
平
に
面
を
取
る
。

。
口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
含
む

良
好
で
堅

緻

淡
灰
色

質
４６ 置 餐

e6
)は
、
直
線
的
に
開
い
た
□
縁
部
で
端
部
は

水
平
に
面
を
取
り
、
内
側
に
や
や
突
出
す
る
。

e7
)|
よ
、
大
き
く
外
弯
し
て
開
き
、
端
部
を
上

方
に
つ
ま
み
上
げ
、
断
面
三
形
に
し
た
も
の
。

(4
8)
は
大
き
く
直
線
的
に
開
き
、
口
縁
部
中
位

O口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

緻

を

良
く
硬
質

淡
灰
色

を

暗
灰
色
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種
 
類
器
 
種
PL
AN
No
齢 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

備
考

と
端
部
外
面
に
断
面
三
角
形
の
凸
帯
を
巡
す
。

平
 
瓶

49
。
口
縁
部
は
直
線
的
に
開
き
、
端
部
外
面
に
断
面
三

角
形
の
凸
帯
が
付
く
。

。
口
縁
部
は
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

砂
粒
を
少

し
合
む

良
好
で
堅

級

灰
  
色

量
は
少
な
い

長
頸
壷

５
０ １

５
２

O体
部
は
丸
味
を
も
つ
。

。
高
台
は
小
さ
く
、
大
き
く
ふ
ん
ば
り
内
側
に
や
や

突
出
す
る
。

O体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
ヨ
コ
ナ
デ

砂
粒
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

緻

i

良
く
硬
質

淡
灰
色

ぞ

暗
灰
色

甕
O甕
も
見
ら
れ
る
が
、
細
片
が
多
く
全
容
を
知
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

O体
部
外
面
は
平
行
叩
き
目
を
残

す
。

O体
部
内
面
は
同
心
円
紋
叩
き
目

を
密
に
施
し
、
部
分
的
に
ナ
デ

で
消
す
。

砂
粒
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

緻

白
灰
色

釉 器

灰 陶

皿
５
４

１ ５
９

O口
縁
端
部
は
僅
か
に
肥
厚
し
、
外
弯
す
る
。

O体
部
は
非
常
に
浅
く
、
内
弯
気
味
に
開
く
。

。
高
台
は
小
さ
く
、
断
面
方
形
の
も
の
や
、
台
形
を

呈
す
る
も
の
も
あ
り
、
や
や
ふ
ん
ば
る
。

。
□
縁
部
、
体
部
内
外
面
は
ヨ
コ

ナ
デ
。

O底
部
は
回
転
糸
切
り
後
に
ヨ
コ

ナ
デ
。

精
良

t

僅
か
に
砂

粒
を
含
む

良
好
で
堅

緻

白
灰
色
15
61
は 口
径
12
4伽

器
高
 3
.0
師

67
1は

口
径
12
3伽

器
高
 2
.3
働

全
体
的
に
口
径

11
.5
～
13
働

器
高
22
切
～
3

2ω
で
あ
る
。

全
体
的
に
非
常
に
規
格

性
が
見
ら
れ
る
。

段
 
皿

。
体
部
は
中
位
で
段
を
有
し
、
大
き
く
浅
く
開
く
。

。
高
台
は
小
さ
く
、
断
面
逆
三
角
形
を
呈
す
。

O体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
回
転
糸
切
り
後
に
ヨ
コ

ナ
デ
。

精
 
良
良
好
で
堅

緻

白
灰
色

29
61 1

O□
縁
部
は
僅
か
に
外
反
し
、
端
部
は
や
や
肥
厚
す

る
。

。
□
縁
部
、
体
部
内
外
面
は
共
に

ヨ
コ
ナ
デ
。

精
  
良
良
好
で
堅

緻

白
灰
色



１ ｌ ω ∞ １ １

種
 
類
器
 
種
PL
AN
NQ
酬 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
 
調
法

量
備

考

64
。
体
部
は
内
弯
し
て
開
き
、
深
い
。

。
高
台
は
や
や
高
く
、
断
面
長
方
形
で
外
方
に
大
き

く
ふ
ん
ば
る
。

。
底
部
は
回
転
糸
切
り
後
に
ヨ
コ

ナ
デ
。

細
砂
を
多

く
合
む

６
５

１

６
９

O口
縁
部
や
体
部
の
形
態
は
(6
1～
64
)
と
同
じ
で

あ
る
。

。
高
台
は
低
く
、
断
面
形
は
逆
三
角
形
に
近
い
方
形

を
呈
す
も
の
が
多
い
。

O口
縁
部
。
体
部
内
外
面
は
共
に

ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
回
転
糸
切
り
後
に
ヨ
コ

ナ
デ
。

楕
良

t

細
砂
を
多

く
含
む

良
好
で
堅

級

白
灰
色

山
潮

婉
O口
縁
部
は
僅
か
に
外
弯
し
、
端
部
は
丸
く
お
さ
め

る
。

O体
部
は
内
弯
し
て
開
き
、
や
や
浅
い
。

。
高
台
は
や
や
高
く
、
断
面
長
方
形
で
外
方
に
大
き

く
ふ
ん
ば
る
。

O回
縁
部
、
体
部
内
外
面
は
共
に

ヨ
コ
ナ
デ
。

。
底
部
は
回
転
糸
切
り
。

砂
粒
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

級

淡
灰
色
口
径
15
.7
働

器
高
 4
 8
 c
lp

全
体
的
に
作
り
は
粗
雑
。

土
師
器
婉

O口
縁
部
は
外
反
し
端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
。

。
体
部
は
内
弯
し
て
開
き
、
底
部
と
体
部
の
境
界
は

屈
曲
し
て
稜
を
な
す
。

。
底
部
は
平
ら
で
あ
る
。

。
□
縁
部
、
体
部
内
外
面
は
共
に

ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
回
転
糸
切
り
。

細
砂
を
多

く
合
む

悪
く
軟
質
淡
黄
灰
色
口
径
11
0働

器
高
 4
.5
 c
ll

O口
縁
部
は
外
反
し
、
端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
。

。
休
部
は
内
弯
し
て
開
き
、
底
部
と
体
部
の
境
界
は

丸
味
を
も
つ
。

。
高
台
は
逆
台
形
で
小
さ
く
垂
直
に
付
く
。

O口
縁
部
、
体
部
内
外
面
は
共
に

ヨ
コ
ナ
デ
。

精
  
良
悪
く
軟
質
淡
黄
灰
色

高
 
杯

O郭
部
と
脚
部
は
欠
落
し
て
い
た
た
め
全
容
は
明
ら

か
で
な
い
。

O筒
部
は
短
か
く
、
6面
に
面
取
り
を
施
し
て
い
る
。

。
筒
部
は
ヘ
ラ
で
面
取
り
を
行
う
細
砂
を
少

し
合
む

良
く
硬
質
淡
黄
褐
色

皿
74
。
□
縁
部
は
や
や
外
反
し
、
端
部
内
面
に
浅
い
凹
線

が
巡
る
。

O体
部
は
直
線
的
に
開
き
浅
い
。

O体
部
と
底
部
の
境
界
は
屈
曲
し
て
陵
を
な
し
、
底

O回
縁
部
、
休
部
内
外
面
は
共
に

ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
手
づ
く
ね
。

細
砂
を
少

し
合
む

良
く
硬
質
淡
黄
褐
色



― ｌ ω Φ Ｉ Ｉ

種
類
器
 
種
PL
AN
No
盤 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

部
は
平
ら
。

甕
O口
縁
部
は
「
く
」
字
に
短
く
屈
曲
し
、
端
部
は
上

方
に
僅
か
に
つ
ま
み
上
げ
、
丸
く
お
さ
め
る
。

。
□
縁
部
は
手
づ
く
ね
。

細
砂
・
雲

母
を
多
く

合
む

良
く
硬
質
黒
漆
色

76
。
国
縁
部
は
僅
か
に
「
受
口
状
」
に
な
り
、
端
部
は

内
傾
し
て
面
を
と
る
。

。
体
部
は
、
ほ
と
ん
ど
膨
ら
ま
な
い
。

。
□
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

。
体
部
外
面
は
刷
毛
目
調
整
し
、

内
面
は
ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
含
む

悪
く
軟
質
淡
黄
灰
色

色 器

黒 土

婉
77 78

O口
縁
端
部
内
面
に
、 
1条
の
凹
線
が
巡
る
。

O体
部
は
内
弯
し
て
開
き
、
深
い
。

。
高
台
は
や
や
高
く
、
断
面
方
形
で
外
方
に
ふ
ん
ば

る
。

O体
部
内
外
面
と
底
部
内
面
に
、

密
に
暗
紋
を
施
す
。

砂
粒
・
雲

母
を
多
く

合
む

良
く
硬
質
体
部
と
底

部
内
面
は

黒
漆
色

底
部
は

淡
褐
灰
色

。
□
縁
端
部
は
た
だ
単
に
丸
く
お
さ
め
る
。

。
体
部
は
内
弯
し
て
開
き
、
や
や
浅
い
。

。
高
台
は
非
常
に
小
さ
く
、
断
面
は
逆
三
角
形
を
呈

す
。

。
口
縁
部
と
体
部
内
面
、
底
部
内

面
に
密
に
暗
紋
を
施
す
。

。
体
部
外
面
は
手
づ
く
ね
。

砂
粒
・
雲

母
を
多
く

含
む

良
く
硬
質
体
部
と
底

部
内
面
は

黒
漆
色

体
部
外
面

底
部
は

淡
褐
灰
色

口
径
16
.O
 c
lp

器
高
 5
0師

。
□
縁
部
は
や
や
外
反
し
、
端
部
は
僅
か
に
上
方
に

つ
ま
み
上
げ
、
内
側
に
一
条
の
浅
い
凹
線
を
巡
す
。

。
体
部
は
内
弯
し
て
開
き
、
や
や
浅
い
。

O高
台
は
や
や
高
く
、
断
面
逆
三
角
形
を
呈
し
、
や

や
ふ
ん
ば
る
。

。
口
縁
部
、
体
部
は
共
に
ヨ
コ
ナ

ア
。

砂
粒
・
雲

母
を
多
く

合
む

悪
く
軟
質
体
部
と
底

部
内
面
は

黒
漆
色

底
部
は

褐
灰
色

石
 
器
剥
 
片

。
三
角
形
に
近
い
形
を
呈
し
、
数
ケ
所
に
打
痕
が
見

ら
れ
る
。

暗
黒
灰
色

を
呈
し
て

い
る
。

石
質
に
つ
い
て
は
切
瞭

に
は
い
え
な
い
が
サ
ヌ

カ
イ
ト
に
近
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。



種
 
類
器
 
種
PL
AN
血
端 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

鉄
製
品
釘

。
断
面
長
方
形
の
釘
で
、
頭
部
は
逆
「
L
」
形
に
つ

く
り
出
し
、
先
端
部
は
尖
ら
せ
て
い
る
。

全
長
 9
.9
伽

を
測
る
。

石
製
品
砥
 
石

83
O棒
状
で
上
端
、
下
端
を
欠
い
て
い
る
が
、
7面
に

砥
面
を
持
っ
て
い
る
。

石
質
は
砂
岩
と
思
わ
れ

る
。

Ｉ Ｉ ミ Ｏ Ｉ Ｉ

第
1ト
レ
ン
チ

種
 
類
器
 
種
蜘 血
燃 沌

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
杯
 
蓋

1
。
口
縁
端
部
は
や
や
肥
厚
し
、
や
や
下
方
に
向
う
。

。
□
縁
内
面
に
、
断
面
三
角
形
を
呈
す
る
小
さ
な
か

え
り
が
見
ら
れ
る
。

。
口
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
少

し
合
む

良
く
硬
質
淡
灰
色

然
 
身

2
。
体
部
と
底
部
の
境
界
は
屈
曲
し
、
高
台
は
体
部
直

下
に
付
い
て
、
小
さ
く
断
面
逆
台
形
を
呈
す
る
。

。
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

砂
粒
を
多

く
含
む

悪
く
軟
質
淡
灰
色

山
茶
婉
婉

。
高
台
は
非
常
に
退
化
し
、
僅
か
に
底
部
か
ら
突
出

す
る
程
度
で
あ
る
。

。
底
部
は
回
転
糸
切
り
。

砂
粒
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

緻

白
灰
色

第
2ト
レ
ン
チ

種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nc
器 沌

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

釉 器

灰 陶

婉
1
。
□
縁
端
部
は
外
方
に
肥
厚
し
、
断
面
三
角
形
に
突

出
す
る
。

。
体
部
は
内
弯
し
て
開
く
。

O口
縁
端
部
は
ヘ
ラ
で
整
形
し
て

い
る
。

O□
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

精
 
良
良
好
で
堅

緻

白
灰
色

器
形
は
特
異
で
、
壷
の

可
能
性
も
あ
る
。



種
 
類
器
 
種
PL
AN
Nd
齢 沌

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
院
  
成
色
 
調
法

量
備

考

。
休
部
は
内
弯
し
て
開
き
浅
い
。

。
高
台
は
小
さ
く
や
や
内
弯
気
味
に
立
つ
。

。
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

精
  
良
良
好
で
堅

緻

白
灰
色

― ミ 岸 ― ・

第
3ト
レ
ン
チ

種
 
類
器
 
種
PL
AN
No
謎 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
ネ
 
蓋

1 2

。
天
丼
部
は
非
常
に
偏
平
で
低
く
、
中
央
部
は
筒
状

の
偏
平
な
つ
ま
み
が
付
く
。

。
天
丼
部
と
口
縁
部
の
境
界
は
緩
か
に
屈
曲
し
て
段

を
な
し
、
国
縁
端
部
は
下
方
に
短
く
突
出
す
る
。

。
天
丼
部
は
ヘ
ラ
切
り
後
ヨ
コ
ナ

ア
O

。
□
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

精
  
良
良
く
硬
質
白
灰
色

郭
 
身

。
口
縁
部
は
や
や
外
反
し
、
端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
。

。
体
部
は
直
線
的
に
開
く
。

O口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
砂
粒
を
少

し
合
む

良
く
硬
質
淡
灰
色

釉 器

灰 陶

婉
4 6

。
口
縁
部
は
や
や
外
反
し
、
端
部
は
肥
厚
す
る
。

。
体
部
は
直
線
的
に
開
き
、
深
い
。

。
高
台
は
非
常
に
低
く
、
丸
味
を
持
つ
。

O口
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
精
 
良
良
好
で
堅

緻

白
灰
色

皿
。
体
部
は
内
弯
し
、
浅
く
開
く
。

。
高
台
は
非
常
に
小
さ
く
、
断
面
逆
三
角
形
を
呈
し

底
部
と
は
凹
ま
せ
た
だ
け
で
あ
る
。

O体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
肖
Jり
出
し
て
い
る
。

精
  
良
良
好
で
堅

緻

白
灰
色
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第
5ト
レ
ン
チ

種
 
類
器
 
種
PL
AN
No
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
 
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
郭
 
身

l
。
□
縁
部
は
丸
く
お
さ
め
、
体
部
は
外
反
気
味
に
開

く
。

。
□
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
精
  
良
良
好
で
堅

緻

暗
灰
色

釉 器

灰 陶

婉
2
。
口
縁
端
部
は
肥
厚
し
丸
く
お
さ
め
る
。

。
体
部
は
直
線
的
に
開
く
。

。
□
縁
部
、
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。
細
砂
を
多

く
合
む

良
好
で
堅

級

白
灰
色

。
体
部
は
内
弯
し
て
開
く
。

。
高
台
は
や
や
高
く
、
断
面
逆
台
形
な
い
し
内
弯
形

で
、
や
や
外
方
に
ふ
ん
ば
る
。

。
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
回
転
糸
切
り
後
に
ヨ
コ

ナ
デ
。

精
 
良
良
好
で
堅

緻

白
灰
色

山
茶
婉
婉

３ ● ５ ｏ

ｌ
０

O体
部
は
内
弯
し
て
開
く
。

O高
台
は
非
常
に
小
さ
く
、
断
面
逆
三
角
形
に
近
い
。

。
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

O底
部
は
回
転
糸
切
り
。

小
石
・
砂

粒
を
少
し

含
む

良
好
で
堅

緻

白
灰
色

tO
lは
重
ね
焼
き
痕
を
残

す
。

須
恵
器

霊
9
O体
部
は
膨
む
。

。
体
部
は
叩
き
目
を
ナ
デ
消
す
。
砂
粒
を
少

し
含
む
。

悪
く
軟
質
淡
灰
色

目 婉

天 茶

婉
。
体
部
は
内
弯
気
味
で
深
い
。

。
高
台
は
小
さ
く
、
断
面
長
方
形
を
呈
す
。

。
体
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
。

。
高
台
は
削
り
出
し
。

細
砂
質
良
好
で
堅

級

胎
土
は

白
灰
色

釉
は
 
暗

赤
黒
褐
色

第
6ト
レ
ン
チ

種
 
類
器
 
種
PL
AN
NQ
燃 血

形
態

の
特

徴
手
法
の
特
徴

胎
  
土
焼
  
成
色
  
調
法

量
備

考

須
恵
器
壷

1
。
体
部
は
直
線
的
に
開
く
。

。
高
台
は
非
常
に
小
さ
く
、
体
部
直
下
に
付
き
外
方

に
ふ
ん
ば
る
。

小
石
・
砂

粒
を
多
く

合
む

悪
く
軟
質
灰
  
色
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柏原遺跡周辺地形図
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粕原遺跡 トレンチ配置図
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PLAN 8

0               100m

1)実測図、出土遺物実測図

-75-



日
Ｎ

PLAN 9

o        1         2m

麟 躍 焼 土

第 2住居跡上層・下層 (T2上・下)実測図

―-76-―
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7"10

第 2住居跡下層出土遺物実測図

-77-―



PLAN II

「

:骨

言
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言
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第 2住居跡上層出土遺物実測図

-78-
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PLAN 12

騒懸焼土

2m

第3住居跡出土遺物実測図

第 3、 第 9住居跡 (T3、 T9)実 測図、

一-79-―

I

姪互≡耳重≧逃
'ら
3

o                    10cm

出土遺物実測図

0～
____

第9住居跡出土遺物実測図



熙 焼 土

PLAN 13

0          1          2m

第 4住居跡 (T4)実 測図

-80-―



PLAN 14

0         1         2m

EIl灰 層

鰯 焼 土

実測図、出土遺物実測図、カマド実測図

-81-

甥
第 5住居跡 (T5)
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」112m

0         1         2m

第 6住居跡 (T6)実 測図
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PLAN 16

爾 焼 土

0                  10om

第 6住居跡カマ ド実測図、出土遺物実測図

―-83-―
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PLAN 17

0                 1m
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ノ/チン
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´

を

'′

/

、ヽ、、_、 __上二ここL´
/

第 7住居跡 (T7)実測図、遺物出土状況図、出土遺物実測図

108m

-84-



PLAN 18

0         1         2m

3

0                  10cm

(T8)実 測図、出土遺物実測図

一-85-―

第 8住居跡



PLAN 19

Ｆ
上

0        1        2m

第 1掘立柱建物 (Hl)実 測図

-86-―



PLAN 20

第 2掘立柱建物 (H2)実 測図

-87-



PLAN 21

□
暗茶渇色土
       [三 三二] 

下部暗茶渇色土

影影影厖勿暗茶渇色■(黄渇e■を合む〕 影影影影物 渇 こ と

して≦ヽ貨 
茶渇色土
       艮≦ミ墨超 

地 山

E三二こ]茶
渇e■ (黄渇色it含む〕  §短髭彰▽

1暗 茶渇色砂層土

第 1井戸跡 (BP

睡 霊 ]黒
色 主

lllllllllll 
小砂I」雇

0        1        2m

1)実測図、断面実測図

―-88-一



PLAN 22

卑 1-

【ヽ三二三二とことこi';|

BP2

日 11

2

BP8

BP 4、  BP5、  BP 6、 BP8、

108m

BP lo、  BP13

命
Ｖ

‐
０

第 1井戸跡、BP2、
出土遺物実測図

―-89-



PLAN 23

0                1m

匠三]暗黄褐色土層

‐ 黄褐色土層

EIl暗 黄褐色土層

l l lll淡 黒褐色土層

麟霧∃黄色土層

∞∞珍黒褐色土層

醒甕S黒褐色土、焼土 (炭を合む)

臣霊]黒褐色土層

第 2井戸跡 (BP9)実 測図、断面実測図、出土遺物実測図

-90-
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L_

0                1m

」1判 .7m

0                 1m

1実測図、出土遺物実測図

-91-
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PLAN 25

0                   10cm

P54実測図、出土遺物実測図

―-92-―
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鮎翠
」111.6m

0                 103m

P353実測図、出土遺物実測図

―-93-―

P350、  P351、
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進堅墓露

10om
1

P38、  P56、 P57、  P75、  P90、 P106、 P107、  P l17、
P142、 P147、 P152、 P156、 P181出土遺物実韻1図

P131、  P134、  P140、

′ィォ十
~下
:Eミこと

-94-



P210、  P229、  P239、  P226、
PN348、  P348、 P356、  P364、

PLAN 28

P384

- 

―

…

1

P374

P317、  P N 320、  PN 386、
PD5出 土遺物実測図

P281、  P N 300、  P305、
P374、  P380、 P381、

一-95-―



PLAN 29

=e
」,116m

0                1m

匡Ξ]黒褐色土

■■I黄褐色土

璽露昌暗黄褐色土

饉饉§暗褐色土

2

I

~l~6 0                 108m

h

濤 1(Ml)実 測図、断面実測図、出土遺物実測図

■―――――――」
~｀一―'~~ r

― %―



2

|

PLAN 30

ー

10

(~… …
~~~~~~― ―

■ ――
~~~~~――――

η＼
                4

34

0                 10cm

包含層出土遺物実測図(1)

-97-



PLAN 31

39      

く
<民ミ:::::F]三三:「「i「
「
'Pi3

＼と__生
=宝
有0

Cこ三電民罵憲霞霞霞霞霞ここここ菖ご再
'予

予子そi

包含層出土遺物実狽1図 (2)

-98-

0                  108m



PLAN 32

｀``ミミミ
i:::::::::::38:自白::3与与与阜ヨ再岳
駒十18

｀
くぐミξ毒自島
与自白自::::!::!::::iFF曰

"「
"''li6

7

稲一縁秒Ы

0             10cm

包含層出土遺物実測図(3)

一-99-―



PLAN 33

第 1ト レンチ断面実測図

第 2ト レンチ断面実測図

第 3ト レンチ断面実測図

第 5ト レンチ断面実測剛

第4Tr一 NQ lト レンチ

柱状断面実測図

第4Tr― Nd 2ト レンチ

柱状断面実測図

第 6ト レンチ柱状

断面実測図

EI耕 作土

■■日床上(黄灰色土)

匠三]灰色粘土

∞∞珍灰色砂礫層

藍垂診茶褐色砂礫層

饉翻霊灰色砂層

トレンチ (3 Tr)、

ンチ (4 Tr一 No l)、

6 Tr)柱状断面実測図

饉露団黄灰色砂質土

臣誕圏黄褐色砂礫層

∞銃縁黒褐色土

麗鑽目擁簗g振尋き悉介
の葉、

隠 暗灰色粘土

o        1        2m

第 1ト レンチ (l Tr)、

第 5ト レンチ (5 Tr)、

第 4-Nα 2ト レンチ (4

第 2ト レンチ (2 Tr)、 第 3

断面実測図、第 4-Nα lト レ
Tr一 Nα 2)、 第 6ト レンチ (

一-100-



PLAN 34

~3

巡 ゴ 4

3

第 1ト レンチ、第 2ト レンチ、第3ト レンチ、

出土遺物実浪↓図

叉
Ξ ttF=73

導 ヤ  5

-101-一

第 5ト レンチ、第 6ト レンチ





基r

アミ

ヽ甘

I熱 ||

繭
II

序

L

← 迅

・ 働 !

霊
=を

H
|:

珀

爾離 す

導

イ  静
I   H

回
lu_ p

ェ14
亀  3

ム |

:語

―!

ツ
1員

碑
難

A  I「 il lt'上 ザ亦

(‖子イ不|147イ liれ士方杉)  B れ1原北逃跡
C  )|: 1辻こザ亦

努騨 琴ヽる |

基→れ i
:～4rI.■

遺跡付近航空写真



ぞ■々

Vi l

|゙ミ翠鶴せ

「

工

li

―

ア

イ
Ｖ

・

―

、

と
ロ

ｒ

ｒ

聯
Ｌ
▼

ａ

ｇ

７
半
Ｔ
“
Ｉ

　

Ｉ

　

　

　

　

　

，

　

　

　

　

　

　

　

　

　

『

，

　

　

　

１
―

．

　

―

　

‐

―

　

‐ お|
111亀

攣,3

le

鞘
ヽ

▲

甲

，

　

―



違跡遠景

(北西から )

違跡遠景

(耳ヒ西から)

3  発掘 言同A風景

!亀iil…

PL3

■=‐●‐■=エ
ェニ上ニュ理 |ィ 五|.崇 i

´    ‐              宝 ェ   ‐

ltllii::ヽ |

サ

、 iゝ t ・

一

み|‖

吼
ギ一～　』



i峰 1歳

V

i恥ド・■・ri

学 畠

す.it4長率

:雄 |‐卜|

=FiI■
ど_ デと考

=.▼
T二五とテニ
=И ttil■1算ご

=〒

   翼―ざ肇とこ′
~▼

ェ崇
~と
'とゴ握と二

=与
季∴f〒

キー′―  予逮 ∵=きÅミ翌軍ヽ  ‐    
― _、 ぉ d

「 工
誉登琴亨こと

‐手,………∵ご′ '  _ 、ご声い
4‐サ|
ギゞー耳}二

~「み ガ ~  ― 虚 ~         ゝ
!「拒
'        

お      お
い
 ‐       ~  ユ __  _

‐           ―   当H「                    こ

か■ =I浄  ‐ざよ
う

オ‐_        よ―J瞬請:コギ`二 ―lltr瞬モ1癬 i4■. ■〒警
‐ ▲す.■1 4r醇す    て ‐_ぶⅢ|ヽ1津

=恙
1寺登1と二士 ェお         三
綾茸麹予Ⅲ… 速 事 ―・ ё■|IL_吾
為≦鯰●

下 恥 ▼ ■.― .ミ
ド .  、        

ヽ

きi.三員
愁頸議幾蒐雲

1  遺構 検出打犬況 (「首から )

2 遺 構 令景 (北 から )

‐

議



除筆主
'

r

● r

IヽA

▼ ウ4・

,電 |

韓

'ti岳

|ィ
ヽ  あ

、44
4   ヽ

醇

_til筑転喜争
ｉ
蒋

一
洋
ト
■ヽ

，

、
一ヽ虫

，

Ｆギ

一攣

彎
　
　
．■

ゅ　
　
　
　
・一．神
｝
淳

一ヽ

Ｐ

・「（ヽ
・・・

唆 メ
∵

造構中央,北 半部(1朽 から)

_kれ か

'す ||、
、ヽヽ鬱
i挫

緻

一
＝
・４

〔゛t_、 .

藤

Vi  ‐

れゝ |`     エヽ

建.4!

il講
…亀ふ

2  X141上 十1'｀卜

'付

;( ヤ,か ら)

魂



1 第 1住居跡 (Tl)
(耳しから)

2 第 2住ん11跡 (T2)
(引ヒから )

3 第 2住居跡上層
違物出土状況

一．一
４
警
∵

，

卜
敵
鞭
れ
一一
報

一警
ｉ

●
´

∫  ,43

.■勢

・ ●工iガ

手浮:■ .=

_オ :‐

子  .

五

一
一
　

　

コ

_ |ヽ す i,“
ii苫

‐

:

イ
=ふ
tl

蜂 |工..■■

∵
警

一「ィ一一、 響
瑚
叱

甲
ゞ
■
監

t



・
11  (

く

■lr!

1難 PL8

―
||・章|く
=

´ け

二 転 .

轟ミi体  ―
'(11,1'I'「

，
一
ド
五
Ｔ
一

A「■



マ

▼

=J
学

PL9

‐
Ｖ
タ

〈|ノ、
〆

1 第 441上 tiど亦(T4)
(束から )

2  舛テ5丁主:IIlr亦 (T5,
(束 か ら )

3 売 5住 111跡 カマ ト
イ↓)工

●
．　

　

　

一

一一

一
一一・４
　
一一一

半工冬
=|.~l r

|=||:|!ミ
� ::

と   

一

幹

要
一
一慕



■/「irュ1聾添:煮 i
堂山 iチ

ロヽロ砕

FFレ‐
正
P,

省
‐

丼
一一
一
一
．
一
一ｉ
・一

孝

叱‐葉II:|=■挙

Ｌ

ｒ

売 6イ とん1手 P亦 (1｀ 6)

(束 から )

売 6住居跡
(Jとから )

韓 6イとんII跡 カマ ド

イ1)二

ご
一

下 Ⅲ O…ネ■|lt←



|.

P Lll l―

半

第 7イ i:∴ |ザ小(1 7

(|ヤ
「
/1ヽ ら,

ｒ
・ケЧ

午

ウ　

　́
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
′
ダ
／

一ォ　　　　一．　　　　　　　　　́‘　　　　　　　，　い一　́　　　　　手

・　・一一一・オ一．　一一， 一一一一韓Ｔ一一　．

ft

―
iヽd



折,1)1占 Ⅲ佐村手と1勿

(111)(封しから )

第 1加i上卜と建物

(西 か ら )

3 第 2〕1上柱 !窪物
(112)に |しから

'

〕
‐
二r響■騨差圭

本
一

―

  

“

卜 ヽ

'多

や

11HIIllllll'イ

・・・  て喜41

‐  

…e r二
4 i♂

l_ ■|

ー
…

ヽ 、
▼ 4

イ
‐

千ド磯H:票HI与れ!

一

f

一i三七Iど葛I

一一・サ”
．・



↓

P L13

昏
'

″
　

！

テイ4■14!ュ  ●
―
 .

誉
・

ジ 41i

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
．　
一
一

ド
一　
、，
　
　
一
゛
　
・



■喜中遠II
予子i ti!

嶺ゃ
」●ゞ

第 2)十 ,ff亦 (BP9)
(西 から )

2  P51

3 P51遺 物出土状況



l  P53

2   1)94

ェと途よ―:す

iモミ‐I

）
　

４
パ
ド
ｒ

Ｌ、
　

４

P,亡 15
1i・ヰ′・|「

連
― |!

―荘 軍● _

―鰺
讃

工婁■ 1駒

=七
手r

ヽ

■ i違註ミ,ょ_ど i

=‐
1争 |・  i舜

=|こ

|

一一一， 一一軍一一守

、一中導や「４一中
、ヽ一　
・ヽ



3   1)351

|ざ 4

P Ⅲ16

i電

軍:´ !__

■｀

子 ぅ声

‐
=■

:

洋了隷
ｉ

∵
　
革
「　
・

ｒ

社
４
一一・・一一

・　
ゴ
ギ
■
ド
率

:―

●_ⅢF

帯1lF

PD l

■乾-1ケ



iF事
工
'

粋移

一^一・″一
け
，，
・

一
　
　
　
　
　
．
　
　
一一

l  f)353

2  P131

と
ィ   ′7

〃/サ
′

お
■二」と



第 1.第 2ト レンチ

(商束から )

芽;4-Iト レンチ
(耳し西から )

市 6ト レンチ

(´ |し
lLか ら

'

P L18

|ゞ_・ iイと

ヽ | |＼

エ

IIギ■・■

特__■i

ぶ:標請翠ず
1愚ざ

■i驚
:



=

包含オf tt li道 物 (1)



P L20

包含屑出 li道物 (2)



P L21

せ守壁エ

i潔

f



P L22

T2

T2

T2

帝

,

竪穴住居跡出 上遺物

T5

Tフ



P L23

BP9

BP9

T9

BPl

BPl

T9

竪穴住居跡・井戸跡 。濤跡・出土遺跡



P L24

●

M,

●

大形土拡 `濤跡・ トレンチ出土遺物



P51

P L25

P351

P56

P94

ピッ ト出土遺物 (1)

P l17



P L26

P353

P353

守  ●

ビット出土遺物 (2)



埋蔵文化財発掘調査報告書 I

昭 和 55年 3月

編 集 滋 賀 県 教 育 委 員 会

発 行 滋 賀 県 教 育 委 員 会

(ell滋 賀 県 文 化 財 保 護 協 会

印  刷  富 士 出 版 印 刷 株 式 会 社


